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祝 中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年 

   

   創立２０周年記念誌発刊にあたって 

 

 

 

                               東京文京区支部支部長 

                       野 口 曻 兵   

 

 ここに中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年を迎えるにあたり、歴代支部長、

歴代中央大学理事長、総長、学長、教職員、学員会会長、事務局、各支部の皆様方、我

が支部会員各位に心より御礼と感謝を申し上げます。 

 我が支部は都区内１０番目に誕生いたしました。１５０名余の会員を有し、２５０名

以上の会員を目指して日々奮闘しております。学員会の設置理念は「母校愛」でありま

す。各種規約にその赤い血が脈々と流れております。中央大学設立の理念「実地応用の

素を養う」は私たちの日々生活行動に、留め置くべき心得でもあります。時代がどのよ

うに変化、変遷しようとも、不動の精神対応「不易流行」と合致するものと言えます。 

 我が支部は、会員の質的向上の為に「悲しみや喜びを互いに感じられるべき支部運営」 

に心掛けております。ただ楽しいから、為になるから等の表面的なものではなく「心に

胸にジーンと熱いもの」を感じる、「骨太い感動」を具現する支部作りを全員で進めて

おります。その一例として「親睦としての旅行、野球観戦、お花見、屋形船、事例研究

講演、他支部との交流」等々を会員のご家族の方々も参加して頂き行っております。学

員支部は母校中央大学の発展に大いに寄与する責務を負っております。 

 今回発表された大学の「中長期計画」は中央大学の意気込みを感じ、多摩校舎と都区

内校舎（特に文京区後楽園校舎）との両輪となる学部構成を始めとする各種事案に協力

を惜しむべきものはありません。「知と行動」「謙虚なる誇りと勇気」「時代に即応した

パフォーマンス」の具現には学員会会員全員が「大学の使命」について思考、考察する

責任が有るのではないでしょうか。 

 中央大学校歌一番「草のみどりに風薫る」にふさわしい「さわやかにして、凛とした」

「知あふれる行動」の大学と学生育成は学員会支部運営にも大いに繋がって参ります。

伝統を後輩達へ継承するために「我々の背中を見せる行動」を始めてみましょう。 

 

 



祝 中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年 

   

   文京区支部創立２０周年に寄せて 

 

 

 

                                中央大学学員会会長 

                       久 野 修 慈   

 

 学員会東京文京区支部の創立２０周年をお祝い申し上げます。   

 母校中央大学は日本有数の私大として、創立以来１３０年にわたって着実に実績を重

ねてまいりました。これは教学、学員一体となっての努力のたまものにほかなりません。

同窓の絆を大切に、母校発展に寄与されてきた学員の皆様のご協力に深く感謝する次第

です。 

 とりわけ地域支部の果たしてきた役割には、非常に大きいものがあります。文京区支

部は、東京都区内支部としては１０番目の創立で、いわば中堅としての位置づけになろ

うかと思いますが、地域に深く根差したその活動実績には目をみはるものがあります。

東都大学野球応援を端緒にして中大野球部出身のプロ野球選手への熱い応援や、箱根駅

伝の応援など、非常に心強い絆を感じています。また、歴代役員をはじめ現執行部の皆

様方の卓越した企画力と実行力は高く評価されているところです。単に支部内行事にと

どまらず、他支部にも声をかけての数々の合同企画の実施など、その積極性には定評が

あります。 

 私は立場上、全国の学員の皆様の声を直接聞く機会が非常に多いのですが、一時低迷

しかけていた中央大学の名声復活をめざして、数々の叱咤激励をいただいています。そ

のための有効な方策を実行していくことが、教学および学員会に課せられた使命だと実

感しています。 

 文京区内には充実した設備の理工学部があります。幸い校地にも余裕があるところか

ら、将来的にはこの後楽園キャンパスが、新たな中央大学を発信していくための重要な

拠点となっていくものと思われます。文京区支部の皆様におかれては、これまで培って

きた絆をより一層深め、後輩たちのよき相談相手、よき指針となって母校発展の大きな

礎となって戴くことを願ってやみません。 

 ２０周年の節目にあたり、文京区支部のさらなるご活躍と発展を心よりお祈りして、

ご挨拶といたします。 



祝 中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年 

   

   文京区支部創立２０周年によせて 

 

 

 

                               学校法人中央大学理事長 

                        深 澤 武 久 

 

 中央大学学員会東京文京区支部がこの度創立２０周年を迎えられ、誠におめでとうご

ざいます。 

 白門文京区支部は、平成８年に学員会支部として創立されて以来、２０年に亘り定例

総会をはじめ季節行事やスポーツ観戦会、旅行会や異業種交流会など、趣向を凝らした

イベントや様々な同好会を通じて、年齢や職業の垣根を越えた会員相互の親睦を深めて

こられました。大学に対しましても、各種募金活動、ホームカミングデー協賛、他の学

員支部との協力連携など、多大なご支援とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

 昨年本学は創立１３０年という節目を迎えるにあたり、中長期事業計画「Ｃhuo  

Vision 2025」を策定しました。これは、今後１０年間で本学が進むべき方向を明確に

するもので、世界に存在感のある大学を目指し、本学の将来を見据えた計画となってい

ます。建学の精神である「實地應用ノ素ヲ養フ」をベースに、学部増設による総合大学

としての魅力向上、多摩キャンパスの充実と一部文系学部の都心回帰、グローバル化の

推進、スポーツ振興事業、の４つを柱としています。現在「総合戦略推進会議」を中心

に、計画の具現化に向けて準備を進めております。スポーツ振興につきましても、理事

会傘下の機関として「中央大学スポーツ振興・強化推進室」を年度早々に新設し、現在

活発な活動を進めています。 

 １３０年の歴史に新たな１ページを築く第一歩を踏み出したものであります。創立１

４０年を迎える 2025 年に「新生」中央大学として社会から高い評価を得るためには、

今後さまざまな壁を乗り越えなくてはなりませんが、文京区支部をはじめとする学員の

皆さんと、教学・法人とが一致団結して乗り越えていこうではありませんか。会員の皆

さまにおかれましては、母校の更なる発展のため、今後とも格別のご支援ご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 最後に、東京文京区支部の更なるご発展、並びに会員の皆さまの益々のご活躍とご健

勝を心よりお祈り申し上げ、お祝いのご挨拶といたします。 



祝 中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年 

   

  文京区支部創立２０周年記念に際して 

 

 

 

                                中央大学総長・学長 

                       酒 井 正 三 郎  

 

 中央大学学員会東京文京区支部の創立２０周年並びに記念誌の発行にあたりまして、

本学教職員関係者を代表いたしまして心からお祝いを申し上げます。 

 また日頃より貴支部から中央大学に対しまして、暖かいご支援を賜っておりますこと

に、厚く御礼申し上げます。 

 東京文京区支部が創立されてから２０年という時が流れ、その間、中央大学におきま

してもい ろいろな節目を経験してまいりました。2000 年には長年持たれていたモノ

レールが多摩に開通しました。専門職大学院に関しては、2002 年に国際会計研究科（ア

カウティングスクール）、2004 年に法務研究科（ロースクール）、2008 年に戦略経営研

究科（ビジネススクール）がそれぞれ開校いたしました。そして 2010 年には、ご存知

のとおり 125 周年記念式典が盛大に挙行されました。 

 2015 年に本学は創立 130 周年を迎え、これからの１０年、２０年を見据えた将来構

想を策定し、「中長期事業計画 Chuo Vision 2025 」として取り纏めたところでありま

す。日本全国、全世界から集う若者たちのニーズや社会から寄せられる期待に的確かつ

迅速に対応し、中長期的な大学の姿を見据えた改革のシナリオを描き、それに基づく全

学的な改革の実行、機能の強化を、法人・教学が一体となり図って参ります。学部新設、

キャンパス整備、グローバル化の推進、スポーツ振興が大きな柱です。今後は本「計画」

に則り、次の 140 周年に向かって力強く改革を推進してまいる所存です。 

 今後とも、中央大学との強く熱い連携、そしてご支援を賜りますようお願いをも y

仕上げ、中央大学学員会東京文京区支部の益々のご発展と皆さまのご健勝を祈念申しあ

げましてご挨拶といたします。 

 

 

 

 



祝 中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年 

   

   文京区支部創立２０周年によせて 

 

 

 

                                中央大学理工学部長 

                        石  井   靖 

 このたびは学員会文京区支部の創立２０周年、誠におめでとうございます。皆様の活

動に心より敬意を表しますとともに、中央大学、とりわけ後楽園キャンパスにある理工

学部に賜りました日頃のご指導、ご鞭撻に対しまして厚く御礼を申し上げます。 

 理工学部には現在、約 4000 名の学部学生と 650 名の大学院生が在籍し、勉学に励ん

でおります。また理工学部は、中央大学の知の拠点、地の利を活かした産学官連携の研

究拠点として、この後楽園キャンパスで中央大学のプレゼンスを高めるべく、教職員一

同奮闘しているところでございます。理工学部創立５０周面記念誌によりますと、工学

部から理工学部へ改組した 1962年に水道橋校舎を全面的に引き上げてこの後楽園キャ

ンパスに移り住んだとのことです。現在の 1 号館はその時に建設されたもので 2022 年

には築６０年を迎えるため、これの建て替えが理工学部にとりましては最重要課題の一

つとなっております。この建て替えが実現致しますときには、合わせて中央大学の知の

拠点を象徴する国際会議場などの施設がこの地に整備されますことも、私達の夢であり

ます。加えて、この後楽園キャンパスが地域の皆さまに開かれたキャンパスとして、春

日通り沿いの塀も取っ払って街と一体となった緑の公園キャンパスを実現できない

か？そのような夢を２年程前に会報に書かせて頂いたこともございました。 

 昨秋発表されました中央大学の「中長期事業計画」には、「文系学部の一部を後楽園

キャンパスに移転し、文理双方の教育研究を展開する」ことが謳われております。これ

については、新聞等が「中大法学部が後楽園移転」と取り上げて、学内外からは「法学

部移転に伴って、理工学部はどこかに移されるのではないか」という懸念が寄せられて

おりました。こうした「風評被害」を防ぐため、理工学部は今後も後楽園キャンパスに

て、文理双方の教育研究の一翼を担って参りますことを、理工学部のホームページにて

アピールさせて頂いているところです。 

 理工学部は今後も中央大学の理工系の研究・教育の拠点として、この後楽園の地で努

力して参る所存でございます。学員会文京区支部の皆様方のご理解とご声援をお願い申

し上げますとともに、貴支部の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 



祝 中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年 

   

   創立２０周年に向けてお祝いの言葉    

 

 

 

                                  文京区長 

                        成 澤 廣 修 

 

 中央大学学員会東京文京区支部が創立２０周年を迎えられましたことを、心よりお祝

い申し上げます。これもひとえに、野口曻兵会長様をはじめ、関係各位の並々ならぬご

精励のたまものと心から敬意を表する次第です。 

 中央大学と文京区とは、長きにわたり良好な関係であると実感しています。中央大学

をご卒業されました遠藤正則元文京区長をはじめとして、有為な人材を数多く輩出され

ています。 

 また、区内企業におきましても多数の方々がご活躍され、今日の文京区の発展に大き

く寄与されてまいりました。 

 昨年、発表されました中央大学の中長期事業計画では、後楽園キャンパスに現在ある

理工学部に加えて、２０２２年までに法学部をはじめとする文系学部の一部を多摩キャ

ンパスから移転し、文理一体のキャンパスとなるということですが、都市計画上の課題

を解決され、さらなる地域との結びつきが強まることを期待しています。 

 ご存知のとおり、本区には、数多くの大学をはじめとして教育機関が集まっています。

このことから「文教の府」といわれ、区では、「文化の香り高いまち」をめざしてきま

した。 

 さらに、区では、将来都市像である「歴史と文化と緑に育まれた」みんなが主役のま

ち『文の京（ふみのみやこ）』実現に向けて、区民との協働で様々な活動に取り組んで

いるところであり、大学連携についても一層進めてまいりたいと考えています。 

 終わりに、中央大学学員会東京文京区支部の一層のご発展と皆様方のご多幸をお祈り

申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 

 

 

 

 



祝 中央大学学員会東京文京区支部創立２０周年 

   

    文京白門会創立２０周年を祝う      

 

 

 

                               三代目支部長（名誉会長） 

                       大 久 保 治 男 

 

 平成８年４月創立の中央大学学員会東京文京区支部（文京白門会）は本年でめでたく

２０周年を迎えました。御同慶の至りであります。 

 初代・飯塚佳治氏、二代・田中祺益氏のあとを継いで、不肖わたくしが平成１８年よ

り２３年までの６年間を松沼幹事長はじめ会員各位の御協力で無事に支部長の職責を

果させていただいた事を改めて感謝し、御礼申し上げる次第です。四代・中川浩治弁護

士は残念乍ら途中で他界せられましたが、五代・野口曻兵氏並びに会員各位の益々の御

活躍を祈念致しております。 

 文京区は東京の山の手、正に、文教地区にあり、東大、東京医歯大、お茶の水女大等

国立有名大学もあり、我が中大も現在は理工学部だけですが近々法学部始め文系学部も

後楽園の高台に勢揃いして、正に「私学の雄」として「中央を超える中央」となって文

京の地でも八王子キャンパスと共に発展して行くことを心より期待しています。 

 文京白門会は会員相互の団結力や親睦も強く、正に楽しい同窓の地区であります。年

間の行事も多く春の観桜会、夏の隅田川の舟遊び、秋の旅行会、わたくしの本宅・彦根

城跡内、井伊直弼学問所「埋木舎」始め、彦根城、長浜等の見物を第 1 回目として、そ

の後、毎年、仙台、長野、金沢、伊勢神宮など一泊二日の旅で会員諸氏の親密さ友情も

深くなっていきます。この他、久代社長のお力添えにて東京ドームでの野球観戦（中大

出身の巨人選手を応援）、浮田理事長のお力添えにて大井競馬場での観戦はいつもロイ

ヤルルームでのデラックスの体験をさせていただきました。年末の忘年会は盛んな打ち

上げで一年はあっという間に過ぎます。（年５、６回ある自弁の役員会も楽しく、残っ

た会費は会の方へ寄付）またこの間、わたくしの講演も３回ほどさせていただきました。 

「母校は母港」が半世紀以上わたくしの大学教授でのゼミ生へのモットーでした。 

 文京白門の会員各位も母校・中大こそ母港です。時折り皆で母校に鎖を降ろし青春の

息吹を吸い元気になりましょう。 

                           



  発足前後の資料で見る支部設立の経緯   
 

                 幹事長・事務局長 松 沼  茂 

 文京区支部をとりまく環境 

 江戸の昔、江戸城を守る東の要として御三家の水戸徳川家、加賀百万石の前田家、肥後・細

川家始め多くの大名屋敷があった文京区は今も昔も江戸・東京の中心である。かつてある雑誌

で教育・治安・病院・交通の便等で住みよい町として日本一に選ばれたこともあり、都心回帰

の流れの中で年々若者人口が増えている。 

 区内にはプロ野球のメッカ東京ドームがあり、連日他球団と熱い戦いをくりひろげている。 

一方ドームの近くには、母校中央大学の白門後楽園キャンパスに対峙する赤門の東京大学があ

る。母校が昭和５３年多摩キャンパスへ移転するまでは、区内には本校文学部や邦楽研究室も

あり、後楽園キャンパスにはボクシング、レスリング、相撲、弓道、重量挙げ部等の運動部が

あり、活気ある大勢の中大生で溢れていた。勿論文京区に残った本学の高校・理工学部の後楽

園キャンパスへは多くの学生が通っていたが、区内に本部を置く東洋・拓殖・順天堂はじめ、

多くの私立・国立の他大学に押された存在になりつつあったが、中央大学１００周年記念行事

等が文京区はじめ故郷を失った都心の学員（ＯＢ）の窮地を救った。そのシンボルが昭和６３

年神田駿河台の旧校舎跡地の一部に誕生した中央大学駿河台記念館である。 

 多摩キャンパス育ちにはなじみが薄いと思われるが、その昔我が母校が駿河台にあった頃、

「ここはお江戸か神田の町か、神田の町なら大学は中央…」、中大健児は昼夜を問わず神田の街

を闊歩したのである。そしてその勢いは早慶・東大何するものぞと、当に私学の雄にふさわし

い実績に裏打ちされた青春の「行動・記憶・自信」をこの記念館が呼び戻したとも言える。 

 支部誕生は自然な流れ 

文京区の学員にとって、神田川の対岸が駿河台、記念館へは聖橋を渡れば徒歩数分の歩みで、

言わば勝手知ったる故郷が帰ってきたのである。区内在住の学員が中央大学１００周年を記念

して建てられた駿河台記念館に出入りするうち、支部誕生の流れができたのは自然の成り行き

とも言えよう。 

 バブル景気の名残りがまだまだ残る平成７年６月、支部発足への準備会がスタートした。遠

藤正則文京区長（本学昭和１６年法卒）を顧問に南甲倶楽部重鎮の飯塚佳治氏、天野ゼミの田

中祺益氏、文京区民センター理事長の富田誠一氏等が中心となり、活気ある発起人会を立ち上

げた。 

 発起人会連絡先及び打ち合わせ会場は富田氏の計らいで区民センターを中心に、また支部設

立のための規約・会員募集・本部への連絡等はメンバーとして参加していた松沼が年次支部立

ち上げ時の経験をもとに進行させていった。 

 たまたま手元に残ったメモ、書類等をひもとくと、支部発足に向けて区民センター会議室で

綿密・活発な打ち合わせ、準備をしたことが思い起こされる。 

 ２０周年を機に支部発足に至る手順の概略と関連資料の文書類を記録にとどめておきたい。 

 



 創立までの準備の経過 

平成７年６月、７月 発起人会発足準備  

８月２５日   発起人依頼先お願い 

        文・規約案の検討 

９月１３日   発起人決定、依頼担 

        当の決定、お願い文 

        の配布 

 １０月２７日   発起人承認状況の確 

          認、趣意書案、会員 

          募集の法法案 

 １１月２１日   第 1回発起人会 

          総会の日時・会場・  

          規約、会員募集へ 

 １２月１３日   総会実行委員会 

          現在までの再検討 

平成８年 1月１９日 総会実行委員会  会員数の確認・今後の進め方検討 

    ２月 ８日 総会実行委員会  総会の式次第・役割分担の協議 

    ３月 ６日 発起人会     役員候補案、式次第、役割分担の協議 

                     （以上会議会場は文京区民センター会議室） 

 約 1年の準備期間を経て創立総会 

 平成８年４月１２日（金）の夜、文京区民センター２階において「東京文京区支部」の設立

総会を迎え、此処において、支部規約の制定・役員選任等の案件は満場一致で承認され、わが 

                     文京区支部は、北区・大田・台東・練馬・板橋・ 

                     江戸川・中野・目黒・杉並に次いで都区内１０ 

                     番目の支部としてスタートを切った。 

                      設立総会の会場には１００余名の会員が参加 

                     して、発起人会の苦労を吹き飛ばすような熱気 

                     であふれた。来賓として母校より高木友之助総 

                     長、学員会本部より大西保会長、栗原三郎事務 

                     局長がご臨席され祝辞を頂戴した。懇親会では 

                     そこかしこで久々の再会を喜んだり、町会の顔 

                     見知りがお互い白門でびっくり、など和気あい 

                     あいの交流が随所に見られた。そして以後恒例 

                     となる中央大学校歌の斉唱をして、名残り惜し 

                     みつつお開き、散会した。 

                      以来、東京文京区支部は初代支部長に故・飯 

                     塚佳治氏、そのあとを田中祺益氏、大久保治男 

                     氏、故・中川浩治氏が務め、現在の野口曻兵支 

                     部長は五代目になる。 



 数々の支部行事で懇親・連帯の輪をひろげる 

 今日にいたるまで、母校中央大学へは白門奨学会・１２５周年事業へ金品寄贈等を行いつつ、

学校法人、学員会へは評議員・商議員等の就任、またホームカミングデーへの金品寄贈などで

貢献している。 

 また、都区内支部への行事に参加しつつ、支部行事では定時総会・講演会の開催のほか、忘 

新年会・花見会・史跡散歩・ドーム野球白門応援団・納涼屋形船・釣り会・ゴルフ界・観劇会・

俳句会・旅行会・異業種交流会・大井競馬ビールナイター・箱根駅伝・神宮野球応援会・会報

発行等々を通じて、会員相互の親睦をはかりつつ活動２０年の現在に至った。老骨のわが身に

とってもあっという間の歴史でした。 

 

             関 連 資 料  

 

 設立前の入会勧誘返信はがき             設立総会の案内書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



             初年度・次年度行事参加案内文書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               第２回総会議事進行予定表   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 2022年の中央大学―― 

  都心キャンパスの充実は？ 

       経済学部教授・常任理事 

           松丸 和夫 

 

 今後１０年の中央大学の将来を決める「中長期事業計画 Chuo  Vision2025」が決定され

てから８ヶ月が経過しました。すでにご承知の通り、新学部創設、多摩・都心キャンパス整備、

スポーツ振興、グローバル化推進、総合学園づくり等の重点事業計画を含む内容です。 

 とりわけ文京区支部の会員兄姉にとって、理工学部・大学院、ビジネススクール、中央大学

高等学校の拠点である後楽園キャンパスが、計画年度 2022 年に多摩の文系学部の移転計画を

受けて、どのように変貌するのか、興味津々のことと拝察します。 

 小文では、私が現在常任理事であり、総合戦略推進会議の副議長であることから離れて、文

京区支部創立 20 周年のお祝いの夢を少し語らせていただきます。以下のおはなしは、大学の

公式見解ではないことをくれぐれもご理解いただきたくお願いいたします。 

   ※     ※ 

 都心立地の大手私学の郊外移転の第一号として注目された本学の多摩移転は、1978 年のこと

でした。あれからもうすぐ４０年、１３０年の歴史を誇る本学の三分の一近くの時間が多摩と

後楽園の二大拠点で経過しました。移転当時は、学員、他大学関係者、高校生と父母、近隣か

らの見学者が殺到しておりました。図書館も校舎も学生食堂も日本一、との評判が広がりまし

た。それとは対照的に、後楽園キャンパスは、古い建物が目立ち、学生の憩いの場も少なく、

教室や設備も老朽化し、改善が強く求められていました。 

 文系学部の多摩移転から２０年以上を経て、２１世紀に入ってようやく後楽園キャンパスに

新３号館、新２号館が建設され、理工学部・研究科には新しい学科や専攻が設置され、外に向

かってアピールする改革が連続しました。並行して、ロースクールの市ヶ谷キャンパスが相次

いで取得され、中央大学の都心キャンパスへの大規模投資が続きました。他方で、2010 年秋に

は、横浜市の旧横浜山手女子中学校・高等学校の本学への合併がおこなわれ、2013 年には同市

都筑区への全面移転が行われました。 

 こうした経過からみなさまお気づきの通り、中央大学は多摩移転という大事業以降、1993

年の総合政策学部の創設以外には、新学部とその施設への投資が全く成されずに参りました。

その間、他大学は続々と時代の変化に対応した新学部を創設しました。現状、本学は同規模他

大学と比較してもっとも学部数の少ない大学となりました。総合大学としての使命、魅力向上

のために新学部構想を検討するという計画は、自然の理といえるでしょう。 

 さて、前置きが長くなりました。多摩キャンパスの文系学部の一部は、本当に 2022 年に後

楽園キャンパスに移転するのでしょうか？ とりわけ、日本最大級の収容人員を誇る法学部は、



都心に移転するのでしょうか。 

 現在多くの方が知ることとなった現状の後楽園キャンパスは、都市計画の定める建ぺい率、

容積率からみて、これ以上の校舎建築物の増・新築は認められません。建築物の容量は建築面

積と容積率の積で決まりますから、建ぺい率と容積率が不変であれば、これ以上の校舎を増設

することは不可能です。にもかかわらず「中長期事業計画」において法学部を最優先候補とす

る多摩文系学部の後楽園キャンパスへの移転計画が策定されたのはなぜでしょうか？ 

 その答えは、次のいくつかの要素の組み合わせにあります。春日通りを挟んだ反対街区の容

積率がいずれも後楽園キャンパスのそれを上回っていること。容積率が引き上げられれば、高

層化による校舎増設の可能性が生じるということです。あるいは、水平方向に校地を拡幅する

可能性はどうでしょうか？ 隣接地、飛び地の取得の可能性も、近隣社会との良好な関係構築

をしっかりと進めながら、全くないわけではありません。あるいは、現キャンパス周辺の再開

発・まちづくりとの連携＝地域貢献を通じて、キャンパス拡充の可能性を追求することもあり

得ると考えます。 

都心キャンパスの拡充整備は、こうした様々な制約条件を一つ一つクリアしながら進められ

るべき課題です。1978 年の多摩移転に要したエネルギー以上の支出が求められる大事業です。

2022 年の完成にとどまらず、今後 20 年～30 年の本学の未来を決する大事業です。 

これまで本学は、時代の要請に応え、大学の使命発揮のためにその都度比較的大規模の投資

をおこなってきました。よく言えば、フレキシブル（柔軟）であり、タイムリーな対応でした。

しかし、中長期計画がないもとでのこうした意思決定とその実行は、「この後どうなるの？」と

いった将来への不安を伴うものでした。しかし、今は違います。当面 10 年間の「中長期事業

計画」を私たちはもっています。 

「都心でのキャンパス展開を考える場合には、後楽園キャンパスを中心に考えるべきであ

る。」（「中長期事業計画、3 頁」）この判断を前提に、私たちは力強く前進することにしました。

今後、後楽園キャンパスを取り巻く地域社会、行政、企業等々多方面に対して、本学の建学の

精神「実地応用の素を養う」とその具体化についてご理解ご協力を賜れるように渾身の努力が

求められます。 

学員会文京区支部創立 20 周年のこのめでたい時に、2022 年を画期とする後楽園キャンパス

のさらに発展飛躍した姿を、支部会員の皆様とともにこの目で確かめたいと強く願っています。

「オール中央」から「チーム中央」として国内外から注目され、学生の勉学･文化・スポーツ活

動が交響曲のように輝き、響きあうことを夢見てお祝いのご挨拶に代えさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2号館横のウッドデッキ 



後楽園キャンパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3号館コミュニケーションスペース 

キャンパス入口のけやき並木 



 

 

    座 談 会 

「２０年の歩みと今後の展望」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ＝出 席 者＝          

         田中 祺益（二代目支部長） 

         大久保治男（三代目支部長） 

         野口 曻兵（五代目支部長） 

         久代 信次（副支部長） 

          司会／松沼 茂（幹事長） 

 



   文京を愛する学員たちが結集して支部を創立    

 

 司会（松沼）本日はお忙しい中、創立２０周年記念誌の企画でお集 

まりいただきありがとうございます。 

 文京区支部は都区内では１０番目の支部として発足しましたが、当 

初の熱い想いが衰えることなく無事２０周年を迎えました。残念なが 

ら初代の飯塚支部長と四代目中川支部長は故人となられましたが、本 

日は歴代の支部長と現支部長の皆さん方に支部設立の経緯と活動の歴 

史を振り返るとともに、今後さらに発展していくためのビジョンなど 

を語って頂きたいと思います。 

 はじめに二代目支部長の田中先輩から創立準備にまつわることなど 

を簡単にお話しください。 

 田中 支部立ち上げのときは、設立準備にあたった人たちは私も含めみんな一生懸命やりま

したね。当時の文京区長は中央大学出身の遠藤正則さんで、地域支部設立ということでは当然

協力をお願いしなければならない人でした。ところが立役者のひとりだった飯塚さんは遠藤区

長とは面識がなかったので、私が仲立ちを頼まれました。遠藤区長に話をもっていくと非常に

理解を示されました。当時、文京区役所の職員には今よりずっと多くの中央大学出身者がいま

したが、文京区教育長の富田誠一さんが実務面で非常に骨を折ってくれました。このようなこ 

           とは私も経験がありましたが、当時、年次の支部を立ち上げたばかり 

           で、それを軌道に乗せるのに大変な時期だった松沼さんが当初から協 

           力してくれたのは、本当に助かりましたね。当時設立のために力を合 

           わせていた人たちは、皆母校愛にあふれていました。私も是が非でも 

           支部を発足させねばならないと、できうる限りの努力をしました。町 

           内会長を訪問したり、学員が８０人いるという湯島地区めぐりや企業 

           回りをして協力を訴え、コネで人集めをしました。何回か発起人会を 

           重ね、支部の設立に向けての準備をしました。そして平成８年の４月 

           １２日に文京区民センターで熱気にあふれた創立総会を開くに至りま 

           した。しかし私自身は役員はできないですよと就任を辞退していまし

た。それがいつのまにか二代目の支部長になっていたという次第です。 

 松沼 私が参加できたのは発起人会の二回目の会合あたりからだったと記憶していますが、

みんな真剣に取り組んでいましたね。田中先輩が二代目の支部長になられたのは当然の成り行

きと受け止められていました。飯塚初代支部長のあとを受けて田中支部長が６年間尽力された

あと、三代目支部長に就任されたのが大久保先生でした。苫小牧市と駒大との公私協力大を創

立、その苫小牧の駒澤大学初代学長に就任されるなどの活躍されていた大久保先生でしたが、

積極的な会運営をされて、文京の白門会は楽しい会だという定評が確立されました。  

 
 田中 祺益 

昭和 33 年商卒。天野ゼミ

所属。家業の畳店を経営。

湯島天神祭礼委員長・町会

長歴任。 

  

 
松 沼  茂 

昭和 42 年経卒。ワンゲル

部ＯＢ。本郷で 45 年㈱松

しん経営。元西武ライオン

ズ初代応援団長 

  



 大久保 私は文京区支部が出来てすぐの頃に入会しました。しかし平成１０年から１３年ま

での４年間は北海道に行っていたので、この 4 年間だけ抜けました。苫小牧時代、付属高には

甲子園で大活躍した田中マー君がいました。駒澤大の駅伝も中大出身の体育教授や監督が強く

しました。私は田中支部長の時に文京区に戻ってきましたが、中央大学と文京区を非常に愛し

ています。 

 松沼 文京区には５代前から住んでおられるとか。 

 大久保 そうです。家族で３代以上区内に住んでいると「文京老人」と呼ばれます。相続税

の問題などもあって、なかなか大変なのです。私は学習院大学や教育大学など他の学校にも入

りましたが、我が家の家系と同じ彦根藩士の増島六一郎先生が初代学長の中央大学で学びたく

て中大に入学しました。卒業後も学員として中央大学を愛していますが、平成１８年に文京区

支部の支部長を引き継ぎました。６年間の任期を終えましたが、皆さんの力は素晴らしいと実

感しました。 

 それまでも区内の名所旧跡などの探訪はありましたが、平成２２年 

に旅行会を始めました。これは私の任期中の特筆すべきことだと思っ 

ていますが、松沼幹事長や鈴木雅幸さんのお骨折りにより毎年行われ 

ている旅行会にはすべて参加しています。第１回目の旅行会は、ＮＨ 

Ｋ大河ドラマ第１号となった「花の生涯」の舞台である彦根の私の本 

宅、井伊直弼の１５年居宅の「埋木舎」に来ていただき、私が案内し 

ました。二日目は学員の中村英一さんが経営する京都の旅館料亭・吉 

田山荘を訪ねました。ここは旧東伏見宮家の別邸だった由緒ある所で 

す。私は中大、彦根、文京の三者で素晴らしい人生を送っています。 

 松沼 旅行先では体験や時間を共有することによって、いろいろな話題が生まれますね。 

 田中 亡くなった遠藤元区長は水戸出身なので、井伊直弼の家老の大久保先生の家とは本当

は敵同士なんだよ、などと冗談を言っていました。一泊旅行はスケジュールの都合などで参加

できる人は少ないようですが、参加した人はみんな楽しかったと言っていますね。ぜひ続けて

ほしい企画の一つです。そのほかにも創立以来、会員同士の親睦を深める多くの行事を実施し

てきました。これらの幹事役を積極的に引き受けてくれる人がたくさん出てきてくれれば、文

京の白門会はより楽しい会になります。 

 大久保 ２回目の旅行は大震災の翌年、松島に行ったのが良い経験でした。３回目の小諸城

址を訪れたときは地元の草笛会の人が惜別の歌を奏でていたのを聞いてとても懐かしい気がし

ました。４回目は伊勢志摩に、５回目の北陸金沢の旅では開通間もない北陸新幹線にも乗りま

したが、どれも思い出深いものでした。 

 野口 旅行会は心に残るところが多かったですね。参加者がもっと増えればいいですね。 

 松沼 旅行に限らずいろいろな行事を通して、学員同士の絆が深まっていったと思います。

大久保先生が６年おやりになった後、四代目として弁護士の中川浩治さんが就任されましたが、

任期２年中に体調を崩されて、野口さんが五代目支部長として引き継がれました。 

 
大久保 治男 

昭和 35 年院法卒。苫小牧
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      会員同士の信頼と連携は今後も大切に       

 

 野口 私は大久保先生の紹介で入会しましたが、最初に感じたのは、信じられる人たちの集 

           まりだな、ということでした。行事で最初に行ったのは鳩山会館でし 

           た。他のいろいろな会にも入っていますが、非常に楽しい会だと思い 

           ました。それは人望のある人たちが作ったという信頼があるからだと 

           思います。若い人もどんどん入ってもらいたい、どの年代の人も十分 

           活躍することができるいい環境の会です。会合のときに皆が笑える、 

           の特質はぜひ受け継いで行きたいと思います。 

            私は第五代目の支部長として、先輩諸兄にならい、第一に会員同士 

           の親睦と和の結集をめざしてきましたが、より楽しい会にするため、 

           会員のご家族にも参加していただけるように行事の充実を心がけてい 

           ます。 

 松沼 大久保先生も野口会長も支部長になられる前から非常に楽しい会だったとおっしゃっ

ていただき、裏方としてうれしく思っています。 

 田中 創立したその年には、もう第 1回目の納涼屋形船の夕べを催しています。他の支部で

屋形船を貸し切りにするのはなかなか大変なことだと思いますが、松沼さんの実行力には感心

します。そのほかにも異業種交流会、俳句会、ゴルフコンペなど、親睦団体として積極的な事

業展開をしていきました。翌年からは釣りの会や史跡散歩と食べ歩きの会、観劇会、バレエ鑑

賞などいくつもの企画を加えて、さまざまな趣味を通して会員同士の親睦を深めていきました。 

 大久保 私自身もすべての催しに参加できればいいなとは思うんですが、彦根にある「埋木」

舎」の管理のために東京を離れることも多いので、残念ながらいつも皆さんと顔を合わせると

いうわけにもいきません。私が支部長就任以前から企画された行事、そして新しい行事、どれ

も魅力ある催しとして特筆すべきことと思っています。 

 久代 その中の一つとして、私が関係している東京ドームでの野球観戦というのがあると思

いますが、中大学員の応援パワーには誇りを感じています。 

 野口 たしかに、学員が一体となって大声援を送るのはストレス解消にもなるし、連帯感も

深まります。中大出身選手の活躍でジャイアンツが勝った時にスタンドで飲むビールの味は、

また格別です。東京ドーム社長の久代さんのお骨折りで、３０人の大応援団を組んでの納涼観

戦会ですが、都区内の他の支部会員からも参加したいとの声もあるので、合同で楽しんでいま

す。これまでの会の伝統を守りながら、楽しい行事の企画には積極的に取り組んでいくことを

心がけています。これらの行事は、実施すると会報『白門文京』でレポートしていますので、

会員の皆さんには好みの催しを見つけていただいて、一緒に楽しむのがこのような会の存在意

義にもなっていると思います。文京は魅力あふれる町で、たいていの名所旧跡は 1時間ほどで

着けると思いますので，年齢に関係なく共に楽しむことで元気を蓄えていきましょう。 
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 松沼 今お話にあったように、東京ドームでのジャイアンツ戦の観戦会は、久代さんの肝入

りがあって実現しました。毎年夏の夜みんなで熱い声援を送り、美酒になったりヤケ酒になっ

たり、ふたを開けてみないとわからないというスリルもありますが、目当てはもちろん中大出

身選手の活躍です。こんな楽しみが恒例となっているのは、文京ならばこそと誇らしい気分に

なりますね。ところで、久代さんは中川さんが四代目支部長になられたとき、副支部長に就任

されました。そして現在も引き続き会のために尽力していただいています。本日は亡くなられ

た中川支部長の代理的な立場で出席をお願いしました。 

 久代 松沼幹事長からご紹介いただいたとおり、中川支部長を補佐 

する立場に選任していただきました。残念ながら、人望厚かった中川 

支部長はお亡くなりになりましたが、本日も先輩方がお話されている 

ように、良き伝統は切れることなく継承されています。私は、副支部 

長ではありますが、二度も総会の議長をつとめるという非常に稀有な 

経験をしています。この経験を含め、先ほどから話題となっている楽  

しい支部、実行力あふれる素晴らしい支部、を実感しています。２０  

周年記念誌にはさまざまな企画が盛り込まれているようですが、その 

中に、文京区の名所旧跡を網羅してあるそうです。私はずっと後楽園 

を職場としている地元人間ですが、まだまだ知らない場所がいっぱい  

あることを再認識したところです。 

 松沼 久代さんは文京区の代表的な企業である東京ドームの社長として多忙な中、支部の会

議や行事にも参加していただき感謝しています。この４月に社長を退き会長に就任されたそう

なので、激務も若干緩和されるのではと推測しています。引き続き会のためにご尽力をお願い

したいと思います。 

 久代 はい。私も文京区と学員会のこの支部が大好きなので、できるだけの協力をさせてい

ただきます。 

 松沼 ご出席の皆さんから一巡でお話をうかがってきましたが、全く無の状態から文京区支

部を立ち上げるために手弁当で集まった準備委員が会議を重ね、膨大な区内在住の学員に案内

状を発送した際の苦労話や、大久保先生の叙勲のお祝いの話などにも触れる時間がありません

でした。 

 

    後楽園キャンパスが中央大学のシンボルに    

 

 松沼 ここまで設立の経緯や現状について話し合っていただきましたが、学員会東京文京区

支部の未来への展望を伺いたいと思います。中央大学の中長期計画の中心となるのが後楽園キ

ャンパスです。ＯＢとしては待望の中央大学復権構想ともいえるこの計画は、まさに文京区支

部のテリトリーと密接な関係があります。それは他の地域支部とはまったく異なる特質ともな
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っています。 

 田中 中央大学はまぎれもなく有名大学で、 

私学の雄の一角を担っていたという事実もあ 

りました。しかしＯＢの目から見て近年の低 

迷ぶりは非常に残念でした。その原因の一端 

は、都落ちと揶揄される八王子への本部移転 

にあるというのが、多くの学員の見方だとい 

っても過言ではありません。地方出身の在学 

生やＯＢたちの父兄が上京して多摩キャンパ 

スを訪れても、皆その雄姿に感動するどころか在所よりも辺鄙な立地に驚くと言われています。

中央大学といえば神田駿河台というのが昔からの定着した認識でした。都内を代表する文教地

区のお茶の水にあってこそ天下の中央大学だという声の絶えたことはありません。しかし今さ

ら元の場所に戻ることは不可能です。それに次ぐ最適の立地である春日町に文系学部、すなわ

ち中央大学の中枢学部を集約する構想は大いに歓迎するところです。この計画実現に寄与する

ために文京区支部がこぞって協力する態勢はすぐにでも整えられる力を備えてきました。 

 野口 多摩キャンパスの立地は都内から通学するには非常に不便です。田中さんの言われた

ように、地方居住者が自分の町よりももっと田舎だと認識する限り、進学意欲もそがれてしま

うのは自明の理です。もちろん都内や近県の有力進学校からも敬遠されがちとなります。それ

はとりもなおさず優秀な学生が集まりにくいということで、駅伝や野球の有望選手を勧誘しよ

うとしても、監督や家族を含めて二の足を踏ませている、という現実に早く向き合うべきだっ

たと思います。 

 松沼 何十年も箱根駅伝を応援していますが、選手諸君が頑張っているのに成果が出ないの

は、いい選手が集まらないからです。志のある選手は活躍して結果を残せる大学にしか興味が

ありません。箱根のシード落ちの連続という悪夢を誰が想像していたでしょうか。成績が悪い

から有望選手が集まらない、有望選手がいないから成績が悪いといういたちごっこが続いてき

ました。その原因の一つが大学の立地にあると思う人が多数存在するのは間違いありません 

 大久保 中央大学の中長期計画が発表される２か月前に、私は『学員時報』に提言を発表し

ましたが、そのとおりになったのでうれしい。八王子では都内から通学するのも大変だが、就

職活動のために都心に出てくるのも大変です。しかしそれらのバックアップは十分考えられて

いなかったと思う。野口先生はハーバード大学で研究されたのでグローバルな考えをされる。

中央大学の本拠が後楽園に帰ってくるのは大賛成ですが、八王子も十分活用していくべきです。

立命館大学はアジア太平洋大学（ＡＰＵ）を大分の山の上に関西財界の応援で創立、世界各国

から留学生を集めています。 

 野口 大学の教員はオリジナリティーを出すべきで、世界の教育を見てきた中で教育すべき

です。大学はもっと学部を増やし、教職員の意識革命と奨学金制度の充実、銀行等と連携し親

子二代で奨学金の返済、またレベルの高い学生を育成のため、在学中は勉学に専念さすべきで



あり、就職活動で売り込みに行くのではなく、企業のほうからオファーがくるような学生を育

てるような大学にすべきです。 

 大久保 私も学長のとき見聞してきましたが中国の清華大学も大きく、オーストラリアのク

イーンズランド大学も非常に広大で学内にＩＴ工場まで持っています。このようなことを八王

子でもやるべきです。そうすれば東大を凌ぐことも可能になります。とにかく世界に匹敵する

ようなグローバルなものにすることです。これからは文京区が中央大学を育てるという気概で

取り組むべき時代がきたのかもしれません。いよいよ東大の赤門と中大の白門の地元決戦とい

うことで、勝利を得るために文京区支部が先兵の役割を担うことが現実になるような気がしま

す。 

 野口 Ｊ大がなぜここまでになったか。就職部の部長が女子を外資系に入れようという方針

にしたらレベルの高い学生が来るようになった。大学名を良い意味で世間に知らしめることが

重要です。どこの大学でも持っている良い所をジョイントさせることが肝要です。О大学は教

授会は教務に専念するという体制になっていると聞いています。 

 大久保 それと女子が強い。まず優秀な学生は就職にも強い女子学生だったのです。 

 田中 八王子は通学に１時間以上かかる。だからいい高校からは来ないというジレンマがあ

ります。このままでは、文京区支部も後輩を集める面では先細りの感がします。法学部が来る

のはいいことです。ただ中央大学だけ社会人向けの講座がないので、ぜひこれにも取り組んで

ほしいと思います。 

 松沼 大久保先生も野口会長も教育の場で培わ 

れたグローバルな視点をお持ちです。大学の在り 

方についてはそれぞれ有為な見解があるでしょう 

が、座談会に残された時間もなくなりましたので、 

まとめとして文京区支部の今後の展望についてお 

話しください。 

 大久保 最近は個人情報とかで若い卒業生の基 

礎的データを出してもらえない。各職場、とくに文京区役所には中大の卒業生が多数いるのに

なかなか入会してくれません。各支部の「平成会」のように幹事長のもとでお祭り行事をやる

のも若い新規会員を募集して体力をつけるのにはいい方法です。後楽園キャンパスでも社会教

育をやるべきです。それは文京区支部にとっても非常に有意義なことです。いずれにしても経

営の姿勢の問題ですが、東洋大学はそれで非常に大きくなった。たとえば区内の中大生コンテ

ストを実施したり、ケーブルテレビの利用や広報紙に載せてもらうように働きかけをしていく。

校内レストランがおいしいなどの情報発信も意義のあることです。また学生に良いアルバイト

先を紹介するなど先陣を切ってやっていけば、支部の将来への投資になります。組織を強化す

るためには、野口会長の言われるように準会員のような形で家族ぐるみで入ってもらうことも

考えられます。そして文京区には名所の多さなど他地区ではマネのできな長所があるので、こ

れの活用も大いに考えられます。文京区こそ文教の都なのです。 



 松沼 確かに、支部を活気あるものにし、いつまでも存続させていくためには、若い人たち

の力が必要です。２０周年を迎えたのを機に、文京の白門会を知らなかった多くの人たちに存

在を知ってもらうように働きかけていきたいと思います。ところで、田中さんは亡くなられた

初代飯塚支部長とは隣の町会ということで、前から顔見知りだったそうですね。私は設立準備

会で初めて会い、名刺交換しました。当時飯塚さんは、中央大学ＯＢ企業家で組織する南甲倶

楽部の重鎮でした。 

 田中 ええ、飯塚さんとは支部ができる前から顔見知りでしたけれど、お互い中央とは知り

ませんでした。南甲倶楽部の事務所は駿河台記念館の７階にあり、同じく７階にある学員会本

部を通じて地域支部設立の流れを耳にしたようです。それで支部設立準備に取り組むことにな

り、私が一緒に協力することになりました。 

 松沼 久代さんは、やはり亡くなられた四代目中川支部長のときから副支部長として会を代

表していただいています。 

 久代 中川支部長の弁護士事務所は市ヶ谷で、月に何度か文京区役所の会合に出ていたそう

です。私がいる東京ドームは中川さんの仕事や帰宅時の帰り道になるようで、正副支部長とし

て会議をするにもぴったりだっただけに、ご逝去は本当に残念でした。支部としては地域の特

性を生かした活動を続けていきたいものです。 

 司会（松沼）まだまだお話を伺いたいところですが、時間がきました。本日はどうもありが

とうございました。 

                     （平成 28年 6 月 8日 駿河台記念館にて） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白門文京幹事会風景 

 



  会員寄稿『私の２０年』 （５０音順） 

 カナダへ移住した喜び     石川善次郎（昭 42年経） 

 私はカナダ・カルガリー市に住み日本出張の際、運よくスケジュールが

合えば、文京白門の行事に参加している準会員的立場です。 

 カナダに移住したのは昭和４２年の春に中大を卒業して、その９月であ

った。卒業して直ぐに移住が出きるかと思って移住の準備を進めていたが、

移住の許可が中々下りずに、結局はその９月に念願の移住許可をを入手で

きた。中大を卒業して直ぐ、５月に結婚して、９月に妻、徳子と共にカナ 

ダ、カルガリー市に移住した。周りからは‘アメリカなら話はわかるがカナダなどと、人っ子

一人住まないツンドラ地帯に移住するなどとはバカでは済まない、大バカだ’、とあざ笑う者が

大勢いた。つまりカナダへの知識はその程度しかなかった時代でした。ところがその当時カル

ガリーは４０万都市のカナダでも指折りの大都会だった。ちょうどその頃仙台が４０万都市で、

`私はよく仙台と比較して皆に説明していた。 

 今になって見れば、若さだけが取り柄だったのかもしれない。怖さ知らずの二人だったが、

将来の目的と夢をしっかりと胸に抱いて見ず知らずの、そして言葉の違う大地に出発した。移

住するために航空券を買うお金はもちろん無く、と言うより一文なしの身だったが、今は亡き

兄貴から借金して二人分の航空券を購入してカナダへ渡った。その後、兄貴には少ない給料か

らちびりちびりと返済して行った苦闘の時代があった。 

 当時は大空を飛ぶ一番大きい飛行機はＤＣ8 で羽田からカナダ、カルガリーまではひと飛び

では飛べずに、アラスカのアンカレッジで一旦着陸して給油をする必要があった。当時の為替

が 1 ドル３６０円の時代で、航空券は一人３０万円という膨大な価格だった。 

 移住後の生活は艱難苦闘の連続だったが、それは覚悟で選んだ道、と歯を食いしばっての生

活が続いた。しかし、夫婦二人で抱いた夢は一時も我々の心から離れなかった。当時は２×４

工法の住宅建築に携わっていたが、その後、１９７９年に転機が訪れた。それはアルバ―タ州

政府からのお呼びで、日本に２×４工法の建築市場開発の仕事の請け負いという願ってもない

仕事が入った。 

 その後カルガリーと日本を往復するようになって、特に１９８２年以降は年に５、６回も往

復するようになり、ある年は毎月日本に出張して、その頃から文京区内のホテルが定宿で文京

区の住民のようになった。今現在も、日本に出張の際は長年行きつけの定宿に定着して日本で

仕事ができる事が人生の最大の楽しみである。 

 

 ２０周年に寄せて       浮田 秀則（昭 45年経） 

○流人の島 

 私の故郷は、東京から南に２７０ｋｍ、太平洋に浮かぶ八丈島である。 

 江戸幕府になり、江戸からの流刑地として伊豆七島が選ばれた。三宅島、御蔵島、そして最 

も遠隔な流刑地が八丈島である。八丈島流刑者は、政治犯、思想犯が多い。 



○八丈流人の第一号 

 今、ＮＨＫ大河ドラマで、堺雅人さん主演の『真田丸』が放映されている。

前半の山場は関ケ原の戦い（1600年）である。関ヶ原の戦いで敗れた西軍の

宇喜多秀家は、島津忠常、前田利長の助命嘆願により死罪を免れ、二人の子

供（長男：孫九郎秀高、次男：小平治秀継）とともに慶長 11年、八丈島に遠

島になった。八丈島流人第一号、一行は１３人である。 

 また、6 月 18 日のフジテレビ「ぶらぶらサタデー・離島へ行こう！」流人第一号は豪姫の夫・

秀家、二人の悲しい恋－という 90 分番組が放映された。 

○宇喜多と浮田 

 八丈島に流された秀家は、名を浮田久福と変え、妻の豪姫の実家である前田家などの合力も

あり、島にあること５０年、1655年、８４歳で没した。関が原で戦った、徳川家康、福島正則、

小早川秀秋などの武将よりも長く生きた。 

 八丈の流人が全部赦免されたのは、明治 14年のことである。浮田一族もはじめて、この恩赦

に浴した。一族７家が移り住んだのが、加賀前田藩の下屋敷跡、現在の板橋区である。板橋の

東光寺には、宇喜多、浮田の同族の墓所がある。そして、八丈島に残った浮田（半七）が、流

された１３人の墓を平成の今も守っている。 

○白門文京との出会い 

 職場の上司でもあった富田誠一さん（当時：文京区教育長）から『白門文京へ入会を』との

声を頂いた。２０年前のことである。そこから、また新たな出会いが始まった。大久保先生、

会長の野口さん、副会長の倉田さん、久代さん、幹事長の松沼さん……。 

 そして、白門文京も創立２０年、成人式を迎えることができた。ご尽力、お力添えを頂いた

方々に感謝、感謝である。                  

 

 入会して５年、先輩に感謝   大和田 實（昭 42年法） 

 白門文京に入会させていただいて５年が過ぎました。丁度東日本大震災 

の直後の４月、椿山荘での総会での入会です。私の生れは東京荒川区三河 

島ですが、疎開により小学生まで福島県原町市（現・南相馬市原町区）で 

過ごし、父の実家であるこの地が故郷です。妻の実家も南相馬市鹿島区で、 

海岸から３ｋｍも離れていたのに大地震の津波により１階部分が流失、田 

んぼには大きな船が何艘も流されてきました。私の実家は津波被害こそな 

かったものの、福島第一原発の事故による放射能から逃れるため、会津か 

ら新潟へと避難を余儀なくされ、今では実家に戻っているものの、稲作は未だに出来ない状況

です。 

 平成 11年の総会には、妻ともども出席させて頂き、自己紹介で実家が罹災したことを話した

時、出席されていた先輩方々の心からのお見舞いの言葉に胸が熱くなる思いでした。このよう

な先輩方とともに活動できることを誇りに思ったことを鮮明に記憶しております。幹事の末席

に加えていただき、幹事会や旅行会、そして花見や屋形船での納涼会等々出来得る限り参加さ

せていただき、学生時代のワンダーフォ―ゲル活動とは一味違う仲間意識、母校愛が醸成され、

入会していなければお話など出来ない第一線で活躍され、人生豊かな立派な先輩諸兄姉と親し



くお話しさせて頂き、ご教導いただけたことは、この上ない喜びです。感謝しております。 

 これからも若い方々が多く入会され、白門文京のますますの発展、活動を通して、母校の発

展に寄与し続けられるよう祈念しております。           

 

鎌倉中級武士の江戸通い         小川 祝
はじめ

（昭 33年経） 

 箱根塔ノ沢で生まれ、子供の頃から正月だ、駅伝だという風に育ち、成長 

した。だから駅伝好きが高じ現在に至っている。中大に進んだ昭和 29 年ま 

で駅伝は土・日に行われ、各大学とも学生服姿の応援団があふれんばかりに 

トラックに乗り込み、選手の後を連ねる光景は正月の風物詩だった。今でも 

心の隅に残っているが、トラックに乗った応援が叶わなかったことだ。 

 歳月は流れ、卒業から４０年ぶりにクラス会が開かれた３年後の平成１３

年２月、級友が持ってきた中大スポーツ新聞が縁で「箱根駅伝を強くする会」に即入会。４月

の選手激励会では同期で４年間箱根駅伝で大活躍した現陸上競技部 OB 会名誉会長佐藤光信氏

に、１年後には６連覇達成の立役者で、日テレの駅伝解説で馴染みの碓井哲雄氏に巡り会えた。

以来、両名のお陰で各大会の応援にも出かけ、黄金時代を築いた陸上競技部 OB の方々と知り

合った。 

 また出会いを重ねているうちに硬式野球の応援に誘われ、神宮球場にも行き平成１６年秋、

２５年ぶりの優勝の喜びに浸った。更に碓井哲雄氏箱根駅伝講演の席で理事長に就任早々の久

野修慈先生とお目にかかり、秘書を務めていた準硬式野球部監督の池田浩二さんと知りあって

人間性に惚れ「準硬式野球部を応援する会」の会員にも。そうこうするうちに箱根駅伝応援仲

間の松沼氏に認められ？気が付くと文京区支部の幹事に名を連ねていた。 

 かねがね地域外の会員と恐縮していますが、会の行事には「いざ鎌倉」（鎌倉幕府に一大事が

起きた意とのこと）の気持ちで逆に鎌倉腰越よりお江戸まで参上いたします。何とか箱根駅伝・

神宮の王者復活を期し、これからも老体に鞭打ち、否、若さと元気を維持するためにも頑張る

所存です。    

 

 白門文京に支えられて      三代目 桂やまと（平 12年文） 

 中大を卒業して落語家になった者は、現時点でたったの５人しかい 

ません。まそれだけで十分だとは思いますが……。 

 そのお一人柳家小団治師匠には前座時分から大変お世話になり、在籍 

されている４２年白門会主催の『柳家小団治寄席』にも毎度出演させて 

いただきました。そこでお会いしたのが当支部幹事長の松沼茂茂先輩。 

 どうなるかなんてまるでわからない若造を,「後輩だから」という理由 

だけでずっと可愛がってくださいました。これが私は何より嬉しかった。 

世間てえのはどうしても人のことを値踏みします。この人は価値がある 

のかどうかと。「前座か。じゃあ虫ケラだな」と相手にもしない人もいま 

すから。ところがそうじゃなかった。いつも叱咤激励してくださいました。 

 卒業してから感じたのは、白門はタテの繋がりが本当に強いということ。私は商売柄、全国



各地に伺って多くの方々とお会いします。そのなかで「中大を卒業しました」というだけで「お

っ、白門か！」と先輩方が笑顔で寄ってきてくださる。これは非常に有り難いことです。そし

て私は必ずこう付け加えます。 

  「私、白門文京に所属しています！」 

 荒川区に代々暮していますが、「ぜひうちにおいでよ」と誘っていただき、真打昇進披露の際

もご尽力くださった白門文京。ご恩返しは私が落語家として大成することと心得て、日々精進

しています。白門２０周年誠におめでとうございます。 

 

 私と中大文京区支部      倉田金三郎（昭 30年商） 

 私の高校 京華学院の恩師森田政彦先生の再三のご勧誘があって入会致

しました。森田政彦先生は高校時代のバスケットボール部の顧問であり、

優れたコーチとして一緒に烈しい練習で汗を流し、コート狭しとプレー、

指導し、チームの中心メンバー二人が有名大学に推薦入学を果たすという

結果を残された。その恩師で中大先輩からの指示は絶対でした。しかし私

も中大３０年会役員でまだ在職中だったので、退職したら必ず入会致しま 

すとお約束した次第です。 

 私が文京区支部に入会して１０年近くになりますが、残念なことに森田先輩とご一緒したの

は２年位かと思います。多彩な才能をお持ちの方で、晩年は写真に熱心で最後まで白黒写真で 

それを自分で引き伸ばし展覧会に出展されていました。残念なことに１枚写真を預かった事は

本当に心残りであり、口惜しいことです。 

 お陰様で８３歳になりましたが、高校時代のバスケットのお陰で足腰が確りしており、週１

～２回のゴルフを楽しんでおります。しかし残念な事に年齢には勝てません。足腰の筋力が年々

衰えていきます。そこで一念発起して週に２～３回ジム通いを始めました。最初は少しずつ、

今では２時間位体力維持ができる様になりました。年齢標準より筋力が上回る結果となり、ゴ

ルフもハンデキャップ２０となってエージーシュートも目前に迫りつつあります。当会でも１

回だけ有志の方々とゴルフプレーをしましたが、現在は立ち消えの状況で大変残念です。一方

ゴルフは集中力が大切です。私は集中力アップのために毎朝 6 時に起床しＮＨＫのテレビ体操

を行います。その後に、墨を摺り先祖に感謝して般若心経２６２文字を半紙３枚に書き上げて

おります。 

 今後も元気で、文京区支部を愛して益々発展する様に努力したいと考えております。何卒よ

ろしくご指導のほどお願い致します。             

  

 ２０周年おめでとうございます  杉原  尚（昭 42年法） 

 私は文京区に在る柔道の総本山講道館へ茨城から週に２～３日程度通っております。 

 中大卒業生で文京区に通っているということで支部事業のご案内をいただき参加させていた

だいております。そして支部会員の皆さんは、非常になごやかで何の抵抗もなく受け入れて下

さっています。 

 いろいろな職業の方がたが文京支部で触れ合った仲間を大切にされ、真の母校愛のもとに結



集されているからだと思います。  

春には小石川後楽園のお花見に参加させていただきました。講道館には 

何十年も通っているのに初めてのことでした。お花見ののちの懇親会は、 

涵徳亭で行われ、お部屋に案内されると床の間には、平沼騏一郎先生の七 

言二句のすばらしい書がかざられていました。 

           先天下之而憂   後天下之樂而樂 

 と楷書で強く書かれていました。後楽園の名称が後段の後楽の文言から 

引用されていることが何となく理解できました。私は６０年以上柔道と書 

道の稽古を続けていますが、宮本武蔵のように道を悟ることもできずに樂 

しんでいます。 

 末尾に白門文京支部の益々のご発展をご祈念申し上げお祝いの言葉といたします。 

     

 白門文京旅行記              鈴木 雅幸（昭 47年法） 

 ひとり旅、家族旅が好きであったことが、白門文京支部の団

体旅行を企画し、引率することになるとは考えも及ばなかった

ことです。平成２２年から始まった白門文京の旅は、毎年趣向

をこらした企画をたて催行してきました。 

 平成２２年度  大久保名誉会長のご本宅である彦根市「埋

木舎」、彦根城、玄宮園と京都寺社巡り、京懐石料理「吉田山荘」

での一時を味わう旅でした。（宿泊は彦根キャッスルホテル） 

 平成２３年度  ガンバレ東北！と銘打って仙台市青葉城講演、秋保大滝、松島、東松島市

内バス車中から見学の被災地応援の旅でした。（宿泊は秋保温泉佐勘） 

 平成２４年度  リゾート八丈島の旅を企画し、ホテル側と打合せが不調に終わり、中止し

ました。 

 平成２５年度  小諸城址懐古園、藤村記念館、松本城と信州そばを食する旅でした。（宿

泊は浅間温泉高峰高原ホテル） 

 平成２６年度  「お伊勢お陰参り」を催行、豊受大神宮、せんぐう館、皇大神宮、おはら

い町散策、鳥羽市ミキモト真珠島を見学する旅でした。（宿泊はホテルルートイン松阪東） 

 平成２７年度  開業した北陸新幹線に乗車して、金沢兼六園、武家屋敷を巡る旅でした。

（宿泊はアパホテル金沢中央） 

 平成２８年度  長野善光寺、大河ドラマ「真田丸」ゆかりの地を訪ねる旅を企画していま

す。（宿泊は休暇村妙高を予定） 

 中央大学学員会東京文京区支部は２０周年を迎え、より一層の会員相互の親睦を図るうえで

白門文京の旅行会がその一助となれば幸いであります。     

  

 ボストンマラソンの応援に行って 高松常太郎（昭 42年経） 

 文京区支部の設立２０周年を心からお祝い申し上げます。私は中央大学源氏会という卒業し

てから５０年継続している会に所属していますが、その会に松沼茂幹事長（事務局長）が入会

講道館七段 



して下さいました。源氏会のメンバーにはマラソンの君原健二さんがいます。 

 君原さんが参加する第 120 回ボストンマラソンの応援に、３０人で行っ

てきましたが、たまたま今年の文京区支部の講演会の講師は君原さんだと

伺ったので、その応援の模様を紹介させていただきます。 

 君原さんは、中大在学時の東京オリンピックで銅メダルの円谷幸吉さん

と大の仲良しで、第 70 回ボストンマラソンに優勝。５０年後の今年招待

を受け、120回大会に完走して来ました。優勝した時は２５才、新婚間も 

ない頃元気溌剌でしたが現在は７５才、フルマラソンは大変きつい。 

 しかし、ボストンマラソンの 120回大会に完走することを目標に生きてきた彼、５０年間こ

の日の為に努力を重ね見事に完走を果たしました。５０年後に完走したのは、今年の君原さん

と過去の山田敬三さんの二人だけです。４時間 53分 14秒、見事で感動的で美しいゴールでし

た。沿道で懸命にゴールを目指す夫、父、祖父の姿を目撃した奥様、次男、孫３人。奥様は号

泣、、奥様ばかりか孫達、応援団３０人も涙、涙の顔、顔でぐしゃぐしゃでした。この日はアメ

リカは国民の祝日でスタートからゴールまで沿道は人で埋めつくされ、天気も良く２０度の高

温でランナーは苦しそうでしたが、賑やかで歓声が一日中続きました。 

 ボストンマラソンはホプキントンという田舎町をスタートし、ゴールのボストン市を目指す

折り返しのない 42．195㎞のコースです。１２０年も続いていて、オリンピックの次に古いイ

ベントです。改めてアメリカの凄さを感じました。 

 この日は障害を持った方々も大勢参加。スポーツ用の義足で走る若い綺麗な娘さん、懸命に

車椅子を漕ぐ若者達、重度の障害をもった息子と三輪ベッドに乗せて押すお父さん。その一団

が来ると割れんばかりの拍手と歓声、アメリカの人情、先進国の一端を垣間見ました。 

 ボストン市は人口６３万人、地下鉄、空港、ホテル、鉄道、教育、文化、芸術、スポーツ、

それらが完備された町です。また、マサチュセッツ工科大学を見学しましたが、この大学から

ノーベル賞を８２人輩出。ハーバード大学も見学、校内の広さ、売店の大きさなどに驚いたア

メリカでした。 

 マラソン当日の４月１８日、ホテルで君原さんの完走祝賀会が夕７時から開かれ、和子君原

夫人、次男嘉朗さん、孫３人も出席。３０人の和気あいあいのスピーチ連発で賑やかで、特に

和子夫人の５０年間の苦労と現在、今の幸せの話に皆様感動し、大きな拍手が鳴り響きました。

応援に参加して下さった皆様、私は東京オリンピック（2020 年）では、パラリンピックを中心

に観に行こうと思っています。ありがとう君原健二さん、ありがとうボストン、ありがとう応

援団の皆様。 

 
地元空港に勢ぞろいした君原応援団 

 
写真中央が快走する君原健二さん 



 卒業以来趣味と仕事を楽しむ    竹本 方英（昭 63年文） 

 ２０周年おめでとうございます。当会においてはかなりの

若輩者の自分ですが、昭和６３年卒業ですからもう２８年も

経つんですね。自分は高校も中央大学附属高校でしたので、

中央大学には７年間お世話になりました。高校時代は山岳部、

大学時代はサイクリング同好会とアウトドアな学生生活を送

っておりました。社会に出てからはどちらかというとダイビ

ングなど海のアウトドアを少しかじっておりましたが、高校

山岳部の同期が勤務先の北海道から東京へ戻って来たのを機

に、ここ５～６年ほど前からは山歩きに回帰しております。 

 毎年春と秋に大きめの山に入っておりまして、つい先日は新潟の越後駒ケ岳を攻めて参りま

した。昨年は春に聖岳、秋に飯豊連峰、一昨年は春に光岳、秋に荒沢岳、といった具合です。 

また、その他にも年間十数回山に入っておりまして、毎年黒菱平の中大小屋で高校山岳部のＯ

Ｂ会をやっておりました。残念ながら今年で小屋を処分してしまうとのことで、最後の夏と秋

に二度使わさせていただく予定です。 

 仕事の方はといえば、卒業直後は印刷物の制作プロダクションに就職し、その後ダイレクト

メールの会社、大手企業のハウスエージェンシーを経て独立したのが平成１６年、飯田橋でト

ライアシック株式会社という会社を始めて１２年になります。やっていることは卒業当初から

変わりなく、印刷物やＷＥＢサイトの企画制作、ダイレクトメールの企画制作・発送代行、イ

ベントの企画・施工・運営など、事業者様の企業ＰＲや販売促進活動のお手伝いをしておりま

す。 

 

 日華友好の桜の植樹祭に参加   土屋 頼子（昭 31年法）  

 白門文京区支部創立２０周年、誠におめでとうございます。支部の

草創期から活動を共にしてきた多くの仲間の方々が去って逝かれ、哀

惜の念ひとしお、年月の流れの早さを実感します。 

 会活動は文京区の史跡めぐり、ゴルフの会、観劇会、旅行会、野球

観戦、落語など盛り沢山でいつも楽しく和気あいあいと時間を過ごし

互いに同窓の絆を深めてきました。 

 そのなかで日華友好会は亡き土屋一男の台湾への熱い想いから創設

された会であり、私は折々文京区支部の皆さんにご支援、ご協力をい 

ただきたく具体的に活動のお話しをさせていただきました。 

 友好の絆として日本から桜の苗木を台湾に空輸し一年間仮植え、管理された後に中正紀念堂、

国父紀念館、指南館、国立中央大学、国立金門大学、東呉大学、世新大学、宜蘭大学など台湾

の各地に植樹をしてきました。 

 これまでに１，３００本になりました。 

 今年２月には金門島や国立中央大学を訪ね、桜の開花を観たり同学会（台湾の同窓生）の人



たちとの温かい交流をしました。 

 文京区支部の松沼幹事長夫妻以下数名の人が参加され、海外での活動の一端をご理解いただ

けたものと思います。 

 世界で一番の親日国台湾との深い友情の輪が子々孫々まで続きますように願って、これから

もよろしくお願いいたします。                 

 
植樹地訪問旅行  平成 28 年 2 月 22 日～22 日 

 

 

 

 

 
平成１５年 文京区支部主催「東京都区内支部連絡会総会」 

（文京シビックセンター２６階） 
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『拉致と決断――祖国日本での１２年』 

                  

      講師／蓮池 薫氏（新潟産業大学准教授） 

                    平成２７年７月２５日 

                    会場／後楽園飯店 

 

 皆さんこんにちは。このように先輩方の前でお話しさせていただくことを大変光栄に思って

おります。中央の先輩には大変お世話になっています。今回、私がいろいろなところで講演し

ている話をお聞きになって、早速このようにお呼びいただきました。 

 私が帰ってきたときに中大の「中大生を救う会」という後輩たちが、私を救うためにいろい

ろな活動をしておりました。私が東京に帰ってきたその日に挨拶に赤坂プリンスホテルに来て

くれました。彼らは仕事をやりつつも、拉致の問題にいろいろと非常に頑張ってくれました。

私も我々が帰ってきたからいいということでなく、子供が帰ってきて良かったではなく、それ

で終わりではないのだという、そういう意識も常々ありました。が、果たして帰ってきた人間

が先頭に立って何かやったら北がどう思うのか。逆に帰し辛くなるのではないかという憂慮も

ありまして、慎重になってきました。けれど、全然進展もないし、そういう中でこれは何かや

らなきゃダメだろうということが、今から数年前に感じ始めました。それで、講演を始めたわ

けであります。私の体験談が中心になりますが、それを通して拉致問題がどういうものか、身

近に感じてもらえればという思いでやっております。 

 今日は先ず、いま山谷えり子大臣のお話もありましたけれども、日朝交渉について私の思っ

ていることを少しお話したあと、おそらく皆さんもちょっと疑問に思っているというか、スッ

キリしないと思っていることをお話しさせていただきます。例えば、北朝鮮は何で拉致したの

か、いろいろ言われておりますが、最近私がひとつ資料を掴んだというか、調べた結果こうだ

ろうなという明確にお話しできるようなものがありますので、それをお話したいと思います。

それと、北朝鮮に拉致されて行っていろいろありましたが、なぜ北朝鮮が拉致を認めて返すよ

うになったのか。その辺もやはりスッキリしない部分もあるかと思いますので、私が見たとこ

ろをお話ししたいと思います。時間的にどのくらいになるかわかりませんが、最後は何でも率

直にご質問をいただければ精一杯お答えいたします。 

 先ずは日朝交渉なのですが、北朝鮮がなんで先延ばしにするのか、拉致問題について報告し

ないのはなぜなのか。正直言って、調査がまだ途中だというのは全くのウソです。拉致被害者

というのは当局が管理下に置いておりますので、どうなっているのかというのは調べるまでも

ないわけです。つまり２００２年に我々が帰ってきた段階で、すべて調べ上げているわけです 

から、今さら調査というのもおかしな話ではありますが、ただ、北朝鮮は一旦８人死亡と言っ

た。今認定された拉致被害者は１７人ですが、帰ってきた我々５人を除くと１２人。そのうち 
８人死亡、４人は未入国だと言っている。これはトップが発言した内容ですので、今日明日、 
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突然手のひらを返すように、あっ実は生きていましたと言うわけにはいかない。いろいろ調べ

た結果、亡くなったと言ったけれど生きていたと言うキッカケを与えるための再調査、日本側

としての、そういうものだと考えていただけたらいいかなと思います。ただ、北朝鮮は拉致被

害者に対する問題は日本との交渉の最後のカードにしている。 

 つまり、最終カードを出すときは日本からの大きな見返りが確実に手に入るという段階でな

いとなかなか出してこない。で、北朝鮮の見返りとは何かと言うと、２００２年の合意にある

ように日本との国交正常化と１兆円とも言われる日本からの経済援助、これが最終目標である

わけです。しかしこれはそう簡単には出してこない。まして、現在北朝鮮との交渉で日本が出

すカードの見返りとしては、人の交流、送金の問題とか船舶の行き来、万景峰号を含めて、あ

とは交易の再開程度なのですね。これで北朝鮮が動くのは非常に難しいのではないかと思う。

日本としては何としてでも、最低限８人死亡４人未入国という報告を覆して取り戻したいわけ

ですけれども、今の日本のカードでは北朝鮮はなかなか動きづらい。動いてこない可能性が大

きいとみております。私としては被害者の立場、家族の立場からすれば、この問題を北朝鮮が

もっと誠実に対応すれば、日本がもっと大きな見返りを出すぞという、そういうカードを見せ

てもいい、私は是非見せてほしいと思う。 

 一方、もし北朝鮮が誠実に応じない場合は厳しく対処するぞというメリハリのある、アメと

ムチという話もありますが、そういうメリハリのある対応を今のこの時期にしていただけけれ

ばと思います。ただ一つ問題としては、日本は国交正常化します、また大規模な経済援助をす

ると言えばアメリカが反対するでしょう。例えば、日本の援助が核開発に回されるという不安

も非常に強いし、日本も存在、日本の存亡を考えたとき今後の安全を考えたとき、これは慎重

な問題ですから、そう簡単には出来ないわけです。ですから核開発に回せないような形での援

助、例えば生活インフラの整備、日本の企業が行ってやるとかいろいろな方法があると思うの

でその辺の知恵を絞ってもらって、北朝鮮が決断をするような方向に持って行ってほしいとい

うのは、常々私がお願いしているところであります。 

 次に、拉致についてです。拉致の目的というか我々がなぜ拉致されたのか。金正日総書記は

小泉さんに会ったときに「私は知らなかった。下の部下が勝手にやった。連れてきて語学の教

育に必要であった」と言っている。しかし実際はこれらの人間たち、私を含めて拉致して行っ

た人たちをじっくり教育したあと、自分たちの工作員に仕立てあげ海外に派遣しようとしてい

た、これが目的だったと考えています。拉致の手法も海外は別として、日本の場合での拉致は

その目的に合わせた方法になりました。つまり、鳴り物入りで人がいなくなったみたいな噂が

たったら、その人は工作員として使えないわけですから、日本でもいなくなったかどうかも分

からないような状況で拉致する。一番いい方法は海辺にいる若い人をかっさらっていく方法。

当時、日本でも、２～３万人の蒸発者が毎年出ている中で、海辺で何人かいなくなったという

ところで、殺人事件でない限り警察は駆け落ちではないのかとか、気に入らないことがあって

どっかに行ったのではないかで済ましてしまう。現実に私たちもそうだった。しょうがないと

ころですが、北朝鮮側もそのへんまでを分かっていて拉致をしたわけです。 
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   いきなり拉致され、工作員の教育をされる    

 柏崎で私たちが拉致された状況をもう少し申し上げます。柏崎の場合だと５～６人の拉致工

作員グループが海から浸入しました。その船は沖合の公海上でずっと待機して、日本の若い人

を捕まえるまで待っていた。この連中は柏崎の民宿に泊まったり、野宿しながら毎日夕方にな

ると中央海岸の海岸線にやってきて若い人間がいないか、拉致しやすい人間がいないか物色し

ていた。数日間それをやっていたところ、そこで我々が引っかかった。私と家内は当時付き合

っていてデートで海辺に行っていた。そこに座っていたら、１人の工作員がやってきて、たば

この火を貸してくれと言った。そのとき、もうサポート組の戦闘員が我々の後に接近してきて

いて突然襲われた。頭越しにボカボカと顔のあたりを殴られました。最終的に海辺で暗くなる

まで待っていて、長い袋に袋詰めにされた。すっぽり入れられてミイラみたいな感じで、一人

の肩に担がれ、家内も担がれた。そして沖合の船は領海を侵犯して入ってきて、途中でゴムボ

ートを降ろしそのゴムボートが海岸線まで来て、我々を船に積んだ後、一路北朝鮮の清津（チ

ョンジン）に連れ去った。目的地まで２日間かかったようです。私たちの拉致はあっという間

の出来事でした。むこうに着いたら私しかいない、彼女がいない。そういう中で首都の平壌（ピ

ョンヤン）に連れて行かれて、いわゆる招待所というところに入れられました。招待所という

ところは何かというと、特殊機関が工作員を養成する秘密アジトです。完全に外部とは隔離さ

れ、警備も付いて鉄条網で囲まれたようなところに私は入れられて、そこで教育が始まった。

どんな教育かというと、最終的には工作員に仕立てようということなのですが、あのような暴

力的な方法で連れていったわけですから最初から言うことを聞くわけがない。徐々に徐々に北

朝鮮とはこんなにいい国なのだというところを映画で見せたり、話をしたり、日本人の書いた

本を読ませたりするようなところから始まって、だんだんいわゆる社会主義とはなんだとか、

日本は昔このような悪いことをしたのだとか、最終的には金日成の理論とか、そのあとは工作

員の教育というふうに入っていく予定だったようです。我々はそれに基づいて教育される。な

かなか受け入れられなかったのですが、３～４か月するともうしょうがないなという、もう逃

げられない、下手をすると殺されるという思いもあって朝鮮語の勉強に身を入れてやった段階

です。 

 そういう状況で工作員の教育を受けて、そのまま行けば工作員をさせられていたかもしれま

せん。ところがある事件がこの特殊機関で起こってしまった。拉致されて１年３か月位したと

きレバノン女性拉致事件というのが実はございまして、我々とほぼ同じ時期にこの機関の工作

員が中近東のレバノンに行って、そして５人の女性を拉致しました。どんなふうに拉致したか

というと、女性秘書を養成する学校に工作員たちが行ったのですが、日本企業の名前を出して

つまり日立関係の会社から来たと言って、ここの学校にいる若い女性の中でフランス語がうま

くて、きれいな女性、独身の女性を募集したいと、５人を募集して皆で飛行機に乗って、日本

へ行くぞと出かけた後、北朝鮮に連れて行った。北朝鮮に着いたら女性たちは約束が違うじゃ

ないかという話ですけど、そんなのは後の祭りで、言うことを聞かなければなければ殺される

みたいな状況なわけです。この彼女たちに北朝鮮は工作員の教育を始めました。我々より急ピ 
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ッチで教育を始めた。彼女たちは一旦朝鮮に囚われたけれども、工作員の教育を受ければ将来

工作員として海外に出られる。そうすれば逃げるチャンスが生まれるじゃないかという思いか

ら一生懸命に彼女たちは教育を受けたようです。それに北朝鮮はまんまと騙された。本気だな 

ということで教育をした結果、１年３か月位してレバノン女性のうち２人を海外に出した。最

初から任務遂行でなく実習というかたちで工作員の練習のために海外に出した。どこに行った

かというと、ユーゴスラビアに指導員の監視付きで行った。そしてそこで工作員の実習をした。

どんな内容かは記事は書いてないのですが、おそらくは無線を聞いたり秘密の手紙を書いたり

するような、そのような練習だと思いますが、このときこの２人は指導員を騙しました。明日

ちょっとパーマに行ってきます、あぁそうか、それも練習の内だ、行って来いと。すると行っ

た足でレバノン大使館に逃げ込んだ。これで北朝鮮はレバノン政府から猛烈な抗議を受けるよ

うになりました。その結果、２人はレバノンに逃げたわけで残りのレバノン女性も全部レバノ

ンに返さざるを得なかった。 

 こういう事件があったがために、連れてった若い人たちを工作員にしようとした目論見は保

留になってしまった。我々の教育も中止です。そして逃げないようにするために監視が強化さ

れました。更に逃げるにはいろいろな心理的なものもあるということで、結婚をさせた。つま

り私は拉致されてから１年９か月後に、結婚しないかと言われた。誰とだと言ったら、いや実

は居ないと言っていた彼女が居るんだと言う。私は当然、いや居るならしますよと言った。拉

致されて１年９か月バラバラにされていたが、そういうわけで私たちは再会してすぐ結婚しま

した。その後工作員教育はしないかわりに、ただ飯を食わせるわけにはいかないということで、

日本語教育をさせられました。先ほど申し上げたように工作員を養成する秘密アジト、そこに

若い工作員、北朝鮮のエリートたち優秀な大学で選抜されてきた人たちが、将来工作員になる

ために私のところに通いながら日本語を学んだ。で、しばらく学ぶといなくなって、また別の

人間が来て学ぶ、そういう状況で教育係という言葉が出てきた。ところがそういう教育係は 5

～6 年で中止になりました。それはなぜかというと、あの有名な大韓航空機爆破事件が起きた

からです。その犯人が日本人拉致被害者から日本語教育を受けていたことが明らかになったの

です。指示が下りて語学教育はなくなりました。そのかわり翻訳などをさせられた。その中で

北朝鮮としては。私たちに対してはいかに存在を隠すことが中心の問題になったようです。工

作員として利用しようとする可能性がなくなって行くわけです。 

 

   拉致公表は北朝鮮に都合のよいシナリオで 

 私はそんな中、結婚して子供が生まれ、子供がこの国で生きていけるようにと、それ一つだ 

けを思いつつ暮らしていたわけですから、日本に帰れるなんてそのころは考えられない夢の夢

と思っていた。しかし時代が大きく変わりました、いわゆる北朝鮮が大変化を起すその一番の

キッカケは、1989～1990 年にかけて東ヨーロッパの社会主義国家がどんどん倒れた。しまいに

はソ連までが崩壊してしまいました。それは北朝鮮に非常に大きな打撃を与えまして、つまり

一つは外交的なまた政治的なバックがいなくなった。経済的には非常に有利な条件で物資を援 
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助していたのですが、原油だとか穀物それが数分の一まで一挙に減ってしまった。じゃあ中国

はといいますと、鄧小平時代から解放改革の政治に入りその結果、そんな貧しい北朝鮮よりも

韓国の方がパートナーとして非常に有利ということで韓国に接近していきまして、北に対して

非常に冷たくなってきました。つまり中国もソ連も信じられない、北朝鮮にとっては頼りにな

らない状況になった。そんな中で北朝鮮の金日成主席は何を考えたかというと、アメリカとの

関係改善、韓国との関係改善、もう一つは日本との関係改善、これを 90 年代アタマから進めた

わけです。その結果日本に対しても秋波を送ってきまして、それまでの日本社会党との関係を

自民党との関係にも進めよとなった。富士山丸事件という船長さんが拿捕された事件を契機に

日本から金丸副総裁を中心とする訪朝団、田辺社会党委員長と共に行って金日成主席と話し合

いを始めた。北の人もびっくりするような発表があったわけです。何かというと国交正常化す

ると。北も皆びっくりした。日本と国交正常化して日本から損害賠償を得るという話合いが始

まった。日本との関係が一気に近づいたわけです。ところがそれは１～２年して挫折してしま

います。それは日本側が、大韓航空機事件の金賢姫さんに教えた日本人女性を出せと、明らか

にしろと北朝鮮に提案したら、北朝鮮はそんなでっち上げ何を言っているのだと反発して話し

合いが決裂してしまった。という経緯が 92 年にあったそうです。それ以来日本との関係も悪く

なり、アメリカとの関係も核問題でよくなったり悪くなったりパッとしない中で 94 年金日成が

死にます。経済が更に悪くなって大飢饉が来ます。北朝鮮はニッチモサッチモいかない状況、

90 年代後半とは北朝鮮は本当に大変な時期でした。私はひもじい思いはしていませんが、子供

らは偉くひもじい思いをしました。その中でじいーっと隠れていた金正日総書記が相当新しい 

時代を変えなければならないと決断したのが 2002 年でした。やっぱり日本とやらなければ、日

本とやってこそ 1 兆円ともなるお金を日本から取れると。基本的にはそこです。そういう決断

をした結果、日本との交渉をもう一度やるぞという話になったのです。 

 2002 年３月、我々の招待所に幹部がやって来ました。何か偉い人が君たちをつまり私と家内

を世界に公表、公開しようと思うと言ってきた。日本のマスコミと政府の代表団を呼んで、そ

の前で我々はここで幸せに暮らしていますと、蓮池薫はここにいますと公表する場に出すのだ

と。ただしそのときに拉致されてきたということは困る、救われてきたことにしようと。つま

り、海岸線で我々がモーターボートを 1 台見つけて、軽い気持ちで私が家内と一緒に乗って沖

合に出たところ、エンストを起こした。漂流している中、真夏ですから脱水症状態になり死に

かけたところ、日本で任務を終えて帰っていく北朝鮮の工作船に我々が発見され救われて北朝

鮮に戻ったと。北朝鮮に来て我々は意識を失っていた中で手厚い看護を受けて生き返った。こ

んな暖かい人たちがいる国でしばらく暮らしてみたい。そういう話になって、その内 1～2 年で

子供もできて平壌に引っ越して生きている、みたいな到底考えられない、日本人に言っても誰

も信じてくれないような話になったわけです。これは正直言って日本の人は信じませんよと言

ったら、信じなくてもよい、貫き通せばいいのだと、黒いものも白い白いと言えば最後にはグ

レーになるというのが向こうの考え方、そういうことを言われてやらなければ、聞かなければ

殺されるか何をされるかわからない。家族に会えるのもあってそれでいたわけです。しばらく

すると、では次は日本から来て話した後には日本の家族が来るから、招待所にいるわけにはい 
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かないということで、平壌のど真ん中の普通の人が住んでいるマンションに引っ越してそこで

3 か月くらい暮らした後に、日本から 9 月 17 日に小泉さんが来たわけです。いよいよ時が来た

かと思いました。あの大嘘を吐かなければならないのか思うと気が重かった。次の日、日本の

外務省の人とホテルで会って、本人確認ということで私と家内がいろいろ聞かれました。小学

校の同級生の名前を書け、実家の絵をかけ、それを言われて書いてそれが家族に伝わって間違

いないと。こんど日本から調査団が来る本格的な段階になった。それが 9 月 29 日でちょうど私

の誕生日でした。ところが、その直前でした。我々は拉致されたのでなく、救われたというシ

ナリオを頭に叩き込んでいたんですが、突然幹部がやってきて救われた話はするな、拉致を認

めていいぞということになった。え、何でだろうと思ったら、トップは拉致を認めたわけです。

金正日総書記は小泉さんに会ったときに、私が知らないうちに下の人間が拉致をしたようだと

拉致を認めたのだった。上が拉致を認めていて、下の人間が日本の代表団に対して拉致してい

ません、救われてきましたでは辻褄が合わないわけですから、それで急遽やってきて拉致を認

めていいという話になった。それで私は代表団にそういう話をした。次に北朝鮮の目論見とし

ては日本から家族を呼んで、幸せそうなところを見せて、何とか納得させて帰らせ終わりにし

たかった。ところが日本の家族会は私の兄もいますが、北朝鮮は拉致を認めたのに拉致した国

に何で７０才にもなる親がわざわざ会いにいかなければならないのか、拉致した人間を一旦返

すのが道理だろという意見の方が説得力を持ちました。救われて行ったと言ったらそこまで行

けなかったかもしれない。 

 

    子供たちの帰国をめぐって兄と大喧嘩 

 北朝鮮が拉致を認めたが故、我々は一旦帰国という形で日本に帰って来られたのだと思いま

す。日本に行けと、ただ子供はダメだぞと言われました。日本に行けと言われて、嬉しさ半分、

子供は置いとけと言われて不安半分、もう何とも落ち着かない状況の中で日本に来ました。当

然家族は北朝鮮などには帰るなというに決まっている。でも北朝鮮には子供がいる状況で来ま

した。東京赤坂プリンスホテルで２日目の夜は家族会議になりました。本来、２４年ぶりの家

族会議ですから和気あいあいの雰囲気になるべきなのでしょうが、最初から喧嘩です。うちの

兄は何んだこれ、子供が居るのにどうすんだ、絶対子供を取り戻すから。誰がそれを信じろと

言うのか、何を根拠に信じられるのだ、そんなこと、ガーガー言って大喧嘩になったわけです。

兄弟げんかです。すると隣で聞いていたお袋がもうぶっ切れて、２４年ぶりにお前ら兄弟げん

かするのかって言いました。まぁそういう中で、殺伐とした雰囲気の中で東京の２日間が過ぎ

て田舎に帰って、田舎でしばらくすると心が落ち着いてきました。そして周りの人の声が少し

ずつ耳に入いるようになったし、一方で私の心の中で抑え込んでいたいろいろな北朝鮮に対す

る昔もっていた憤りが蘇ってくる感じの中で、帰りたくないという思いが強くなってきました。

そして子供にとっても北朝鮮で拉致被害者の日本人の子供として育っていくことは、あらゆる

夢、可能性というものが奪われたようなものなのですね。日本に帰ってくれば自分の夢という 



 

 蓮池薫氏特別講演  

 

ものを追い求めることが出来るだろうというそういうことが明らかにわかっていたが、ただ日 

本に居残るという決断をすることは本当に北朝鮮が返してくれるだろうか。ここがポイントで、

いくら頑張っても子供を返してくれないなら北へ帰るしかないわけですね。だけど、いろいろ

な話を聞いて私も考えた結果、北は返すだろうと時間がかかっても子供は返してもらえるだろ

うと確信がつきました。 

 なぜかというと、まず北朝鮮が我々を帰すときに拉致被害者として帰したわけですから、こ

の人たちが将来自分の道を自分で決める。本人の意思に掛かっているという発言をしていた。 

しかし本音は違います。本音は子供を人質に絶対北朝鮮に帰らせようとしていたわけです。建

前上はそう言っていたわけですから、これをうまく利用すれば向こうは言うことはない。もう

二つ目は何か、北朝鮮は何の目的で今回拉致を認めこんなことをしたのかというと日本との国

交正常化で、更には日本からのお金１兆円という賠償金を取りたい。我々の問題というのは、

家族が我々を取り戻すというのは二次的な副次的な問題であって、こちらの問題で我々が支障

になるようになれば、いつかは返すだろう。時間がかかってもというのは私が向こうにいると 

きからの雰囲気でわかって、感じておりました。だけどこれは賭けになります。子供を我々の 

家族の運命をおいて賭けをすることになって、私はいろいろ考えた末に残ると彼女に言いまし

た。残るぞと言ったら、私の家内は半狂乱になりました。なに言っているのと、うちの家内が

あんなに怒った姿は初めて見ましたけども、やはり子供を思う思いと日本に残りたい気持ちは

うちの家内も同じです。私より強い、もっと強いと思います。彼女の母親は病気で入院してい

ました。そんな中でお母さんを置いて帰るというのも大変なことなのですが、それでも子供の

ことを大事に考えて、私の言ったことに対して猛烈に反発をしました。必死で説得しました。

本当に全力を挙げて説得した結果、家内は最後にはうんと言ってくれました。それから１年半、

彼女も苦しかったと思います。本当に苦しい思いで待ってくれました。私が待てと言ったくせ

に、私の方が、気が弱くなってしまって１年位したときにうちの母に親父の前で、いや子供が

帰ってこなかったらどうしようと弱音を吐いたら、母に１年待っていた位でガタガタ言うんで

ねぇ、私は２４年待ったのだぞと言われてから、もう母の前で下手なことは言えないなと思い

ました。それで１年半してようやく子供が帰ってきました。子供が帰っ日が私たちの帰国の日

といえるでしょう。子供が戻ってきて初めて笑顔が戻っり、同時にこれから私は新しい人生、

自分の夢を追うぞという気持ちになりました。そして私の父の願いでもあった中大復学という

ことになり、中大の皆さんの協力のお蔭で順調にその道に進むことが出来ました。 

 単に日本に帰ってくるだけでなくて、帰ってきて自分の夢をもう一度追うことが出来るよう

にすることが、拉致問題のひとつの本質であると思う。その意味では今残されている人たちが

若いうちに、本当に第二の人生を進めることが出来るうちに早く帰ってきてもらいたい。我々

と違って今北朝鮮に残されている人たちは、我々が日本に帰ったことを間違いなく知っている。

ほぼリアルタイムで知っている。ということは、我々は帰る寸前まで日本には帰れないものだ

と開き直っていたわけだが、彼、彼女らはもう帰った人がいるのだ、そういう思いでは私たち

も帰れるという期待と、一方で我々はなぜ帰れないという不安とのものすごいギャップがある

中でずーっと待たされています。１３年待たされています。 
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 こういうことを考えたときに、さあ今回進んでいる日朝交渉が、今回もダメでした。だめで

した。また次に頑張りましょう。ということではだめなのです。精神的にもたないと思います

し、ましてや日本に残された８０才９０才のご家族の皆様も精神的に耐えられない状況にあり

ます。この前、横田ご夫妻にお会いしたとき気丈にお話しされていましたが、緊張した気持ち

は伝わってきます。ですから、先程の山谷大臣のお話は力強く思いましたが、是非この機会に

結果を出していただきたいと思います。 

 そのために鋭意国民の大きな支援と後押しをお願い申し上げたいです。短いですが、私のお

話はこのくらいにさせていただきます。どうもありがとうございました。     （拍手） 

 

 

 
土屋頼子相談役より花束贈呈 2015.7.25 

 

 

 

 

 



 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 帰国して知った母校の愛、そして芽生えた母校への愛 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                              蓮 池  薫 

 

 私が帰国して１４年経過した。まだ拉致問題は全面解決に至っていない。

被害者のみなさんには、一日も早く帰ってきてほしい。拉致被害者にとっ

て帰国することの意味は、人生を取り戻すことくらいに大きい。帰国によ

って得たもの、取り戻したものは限りない。その一つが母校だろう。 

 北朝鮮で母校を思い出すことはよくあった。中学生のころ水も飲まされ

ず、うさぎ跳びのやりすぎで吐き気を催していながらも練習を積んで、県

大会で準優勝をした野球部での輝かしい思い出、自由な校風のなか、少し背伸びをして仲間と

やんちゃをしでかした、ちょっぴり気恥ずかしい高校時代の思い出、自分の将来に悩みながら

も、少しずつ大人の世界を知っていった、ほろ苦い大学生活の思い出、どれもが懐かしく切な

いものであり、かといって妻以外には誰にも話せない思い出だった。 

 そのせいだろうか、２００２年小泉総理の訪朝時に会った外務省の人たちに、本人である証

拠として「小学校の頃の同級生の名前を書いてくれ」と言われたときは、多くの名前を列挙し

て驚かれたものだ。 

 だが、小中高と大学は、ちょっと違うようだ。規模の大きさからか、東京という地での一人

暮らしからか、母校中大での思い出は、大学との直接的なかかわりより、個人の生活や付き合

いから浮かぶ追憶がほとんどだった。 

 しかし、帰国して、母校中大がそんな私を忘れていなかったことを知った。生死すらわから

ない状況にも関わらず、後輩たちは私の救出のために会を作って活動をし、大学側は私の帰国

時の復学まで認めてくれていた。帰国後も、子ども持つ苦しい時期に、中大のＯＢ，ＯＧの人

たちが、励ましに私を訪ねてきてくれ、そして今は文京白門会をはじめとする各地の白門会が、

私に拉致問題解決を訴える場を提供してくれている。 

 ６０歳を間近にして、郷土愛とともに母校愛を意識することが多くなった気がする。個人と

しての人生に少し余裕が生じたからだけではない。おそらく、集団の中で生まれ育ち、集団と

離れては暮らせない人間の本能に基づいたものなのだろう。今後この気持ちを大切に生きてい

きたい。 

 結成２０年を迎える文京白門会の先輩後輩の皆さまに心からのお祝いを述べるとともに、さ

らなるご活躍、ご発展をお祈りいたします。             （昭和５１年入学） 

 

 

 

 

 

 



 

    文京区支部主催「講演会」の記録    
 

 

 

 

 

 

日刊スポーツ 野崎靖博氏 

（文京区民センターにて） 



 

     定時総会における講演・講師一覧      

 

日時 平成 16 年 5 月 19 日（水）  

会場 文京区民センター  

講師 大久保治男氏（会員／駒澤大名誉教授） 

講題 『文化人井伊直弼の彦根藩とイギリス 

      法律学校（中央大学）について』 
 

日時 平成 18 年 5 月 24 日（月） 

会場 文京区民センター  

講師 高橋雄介氏（中大水泳部監督） 

講題 『中大水泳の強さ』 

 

日時 平成 19 年 6 月 26 日（火） 

会場 文京シビックセンター／スカイホール 

講師 講談師 田辺一鶴氏   

演題 『１０１匹の妖怪たち』 

 

日時 平成 20 年 5 月 27 日（火）           

会場 文京区民センター              

講師 碓井哲雄氏（箱根駅伝６連覇メンバー）                

講題 『中央大学と箱根駅伝』 

 

日時 平成 21 年 6 月 16 日（火）    

会場 文京区民センター  

講師 中川浩治弁護士・大野雅樹弁護士 

   大久保治男支部長   

講題 『裁判員裁判―現代の裁判について』 
 

 



 

日時 平成 22 年 6 月 29 日（火） 

会場 文京区民センター  

講師 高橋善正氏（中大硬式野球部監督） 

講題 『中大野球部秋の優勝に向けて』 

 

日時 平成 23 年 6 月 27 日（月）  

会場 東京ドームホテル「シリウス」  

講師 大久保治男支部長（駒澤大学名誉教授） 

講題 『彦根藩と中央大学』 

 

日時 平成 24 年 7 月 3 日（火） 

会場 東京ドームホテル「後楽園飯店」 

講師 松丸和夫氏（中央大学常任理事） 

講題 『文京区と中央大学』 

 

日時 平成 25 年 7 月 8 日（月） 

会場 東京ドームホテル「シリウス」 

講師 矢野博丈氏（㈱大創産業社長） 

講題 『オヤジギャグと１００円人生』 

 

日時 平成 26 年 6 月 30 日（月） 

会場 東京ドームホテル「後楽園飯店」 

講師① 大久保治男氏（駒澤大学名誉教授）   

講題 『江戸文化と言葉』 

講師② 桂やまと師匠『落語』 
 

日時 平成 27 年 7 月 25 日（土） 

会場 東京ドームホテル「後楽園飯店」 

講師 蓮池薫氏（新潟産業大学准教授） 

講題 『拉致と決断―祖国日本での 12 年間』 

 

 



 

 

 

平成 8年～12年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

第 1 回釣り大会 

新木場沖 

9.10.25 

第 1 回新年会 

文京区民センター 

9.2.5 

中央大学学員会東京文京区支部 設立総会 文京区民センター 

8.4.12 



 

 

 

平成 8年～12年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

東京箱根間往復大学駅伝競走 大手町スタート 

1.2 

第三回ゴルフ大会 グレンオークスＣＣ 

10.11.11 

史跡散歩 東大構内にて 

11.11.6 

遠藤区長を祝う新年会 機山館 

12.1.27 



 

 

 

平成 13年～17年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

平成 13年度総会 文京区民センター 

13.5.16 

幹事会後のごきげんタイム 池之端 三四郎にて 

16.12.16 



 

 

 

平成 13年～17年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

東都大学野球 25 年ぶりの優勝 神宮球場 

16.11.5 

文京区史跡散歩 

16.12.4 

平成 15年度総会 文京区民センター 

15.5.21 



 

 

 

平成 18年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

都区内支部主催コンサート 

墨田トリフォルニーホール 

18.11.22 

ホームカミンデー 留学生との集い！ 

18.10.22 

納涼屋形船 浅草橋野田屋 

18.9.5 

総会後の談笑！ 

18.5.24 

平成 18 年度総会 文京区民センター 

18.5.24 



 

 

 

平成 19年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

定時学員総会 駿河台記念館 

19.5.12 

中山学員会会長より永年表彰を受ける田中支部長 

19.5.12 

文京区支部設立 10周年を祝う観桜会 鳩山会館 

19.3.30 

平成 19 年度総会 文京シビックセンター26 階 

19.6.26 



 

 

 

平成 20年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

小石川後楽園 ビルは中央大学後楽園キャンパス 

小石川後楽園の花見会と 

柳家小団治師匠の高座 

20.4.1 

総会後の懇親会 「中央大学と箱根駅伝」講師碓井氏を囲んで 

平成 20年度総会 文京区民センター 

20.5.27 



 

 

 

平成 21年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

箱根駅伝応援会 大手町 

21.1.3 

松しん亭 小団治寄席 鳩山会館 

21.11.20 

女流講談師 桃川鶴女師匠の高座          小石川後楽園 

21.4.1 

平成 21年度総会 文京区民センター 

21.6.16 



 

 

 

平成 22年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

平成 22年度総会 文京区民センター 

22.6.29 

白門文京ブルブル花見会 

22.3.29 

環三通り 播磨坂の桜 

22.3.29 

京都吉田山荘 

22.11.16 

文京白門老子 井伊直弼と対談 彦根埋木舎 

22.11.15 



 

 

 

平成 23年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

東日本大震災からの復興祈願 白門の集い 

「すしざんまい」木村清社長差し入れの 5649 万円 大間本マグロで舌つづみ 

24.1.14 

文京桜めぐり 椿山荘にて 

23.4.2 

復興応援ツアー 仙台青葉城 

23.11.13 

平成 23年度総会 東京ドームホテル 

23.6.27 



 

 

 

平成 24年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

平成 24年度総会 中央に松丸常任理事 東京ドームホテル後楽園飯店 

24.7.3 

中大陸上部 

ロンドン五輪選手壮行会 

飯塚翔太 

舘野哲也 

山本 亮 

渋谷エクセレント東急 

24.7.21 

都区内支部連合 60名大応援団 ジャイアンツ優勝に貢献 東京ドーム 

24.9.21 



 

 

 

平成 25年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

平成 25年度総会 ダイソー矢野社長を囲んで 東京ドームホテル 

25.7.8 

白門文京会員 

桂才紫 改め 

桂やまと襲名披露宴 

上野精養軒 

26.3.16 

信州 信濃そばの旅 

25.11.10 

池袋折鶴の会 ママは大久保元会長の教え子 

25.11.22 

小諸城跡 懐古園の草笛教室 

25.11.10 



 

 

 

平成 26年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

平成 26年度総会 東京ドームホテル後楽園飯店 

26.6.30 

納涼屋形船の宴 浅草橋・野田屋 

26.8.21 
大井競馬場 万馬券の会 

26.6.23 

駒込 六義園の花見会 

27.3.29 
白門老人のお伊勢まいり 

26.11.17 



 

 

 

平成 27年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で見る 20年の活動 

平成 27年度総会 東京ドームホテル後楽園飯店 

27.7.25 

東京ドーム  

巨人 阿部・亀井・沢村応援会 

27.8.18 

北陸新幹線の旅 金沢兼六園にて 

27.11.8 

箱根駅伝 一区の競り合い 

中大 町澤 3 年 

28.1.2 

ホームカミングデー 豪華商品をＧＥＴ 

27.10.25 



中央大学学員会東京文京区支部 20年間の活動記録 

 

日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 7 年 8.25  支部設立発起人会準備会 発足       約 20 名出席 文京区民センター 

     11.21  発起人会 発足 (会員募集準備)      約 40 名出席 文京区民センター 

平成 8 年 3. 6 発起人会（設立総会準備）         約 30 名出席 文京区民センター 

4.12  支部設立総会／総長・学員会長臨席   会員 104 名出席 文京区民センター 

5. 8  第1回役員会.／平成８年度の行事について   20名出席 文京区民センター 

6. 3  第 2 回役員会／支部発足記念パーティーについて     25 名出席 文京区民センター 

6.10  第3回役員会                  20名出席 文京区民センター 

7.25  支部発足記念パーティー           41 名出席 文京区民センター 

     8. 6  第 4 回役員会 文京区民センター 

     8.20  第 5 回役員会 文京区民センター 

     8.31   俳句会(葉月会)発足  月 1 回開催        6 名出席 文京区民センター 

     9. 6  第1回納涼屋形船               53名参加 瑞江大橋・東京湾 

     9.25  ゴルフ会打ち合わせ 文京区民センター 

     10.13  中央大学ホームカミングデー         11 名参加 多摩キャンパス 

     10.23     第1回支部長杯ゴルフコンペ          13名参加 茨城 GC 

     11.13  第1回異業種交流会              20名参加 文京区民センター 

    12.19  第6回役員会                 6名出席 文京区民センター 

平成 9 年 1.30  第7回役員会                 7名出席 文京区民センター 

     2. 5  支部新年会                  40 名参加 文京シビックセンター 

     4.18  第 2 回支部総会・懇親会            55 名出席 文京区民センター 

     4.23  俳句会(葉月会）               8 名参加 文京区民センター 

     6. 4  第 1 回役員会 文京区民センター 

     7.30  第 2 回役員会 文京区民センター 

     8.27  第 3 回役員会 文京区民センター 

     9. 4  第2回納涼屋形船                36名参加 瑞江大橋・東京湾 

     9.10  第2回異業種交流会               9名参加 文京区民センター 

9.29 第 4 回役員会 文京区民センター 

     10. 6   講演会 (講師／日刊スポーツ・野崎靖博氏） 50 名参加 文京区民センター 

     10.19  中央大学ホームカミングデー         6 名参加 多摩キャンパス 

     10.25  釣りの会                  9 名参加 東京湾 

     11.12  第2回ゴルフコンペ              8名参加 高根ＣC 

     11.22  史跡散歩と食べ歩き             13 名参加 湯島聖堂・他 

     12.10  第 5 回役員会 文京区民センター 

     12.10  第3回異業種交流会              16名参加 文京区民センター 

平成 10 年 2. 5  支部新年会                 36 名参加 文京シビックセンター 

     3. 3  第6回役員会                 12名出席 文京区民センター 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 10 年 3.16  第7回役員会                 12名出席 文京区民センター 

     4.10  第 1 回役員会 文京区民センター 

     4.17  第 3 回支部総会・懇親会            44 名出席 文京区民センター 

     4.22  俳句会(葉月会)                9 名参加 文京区民センター 

     4.28  第 2 回役員会 文京区民センター 

     5.27  第4回異業種交流会              14名参加 文京区民センター 

     7．4  都区内支部連絡会               5 名出席 蒲田ステーションホール 

     7.17  第 3 回役員会                  文京区民センター 

     7.18  観劇会 「三婆」              5 名参加 芸術座 

    9. 3  第3回納涼屋形船               31名参加 瑞江大橋・東京湾 

     10．4  中央大学ホームカミングデー          7 名参加 多摩キャンパス 

     11.11  第3回ゴルフコンペ              12名参加 グレンオークスＣＣ 

    11.14  第2回史跡散歩と食べ歩き           14名参加 一葉・啄木旧居他 

     11.18  第4回役員会                 14名出席 文京区民センター 

     11.18  第 5 回異業種交流会・忘年会          18 名参加 文京区民センター 

平成 11 年 2．1  第5回役員会                 11名出席 文京区民センター 

     2.10  支部新年会                 48 名出席 文京シビックセンター 

     3.30  第6回役員会                 16名出席 文京区民センター 

    4 月～  毎月 1 回俳句の会           会員 10 数名参加 文京区民センター   

5.12  第 4 回支部総会・懇親会            47 名出席 文京区民センター 

     6．2  第1回役員会                 15名出席 文京区民センター 

     7.24  『ロシアバレー』鑑賞会           9 名参加 東京文化会館 

     9．8  第4回納涼屋形船               44名参加     瑞江大橋・東京湾   

     9.11  第4回東京都区内支部連絡会          5名出席   江戸川総合区民センター 

     9.21  第6回異業種交流会              16名参加  文京区民センター   

     10.14  第2回役員会                  9名出席 文京区民センター   

     10.24  中央大学ホームカミングデー          9 名参加 多摩キャンパス    

     11. 1  第3回役員会                 12名出席  文京区民センター   

     11．6  第3回史跡散歩と食べ歩き           11名参加  東大赤門・徳川家等  

     11.11  第4回支部長杯ゴルフコンペ           13名参加 四街道ゴルフ倶楽部  

     12．2  第 4 回役員会・忘年会              12 名出席 文京区民センター  

平成 12 年 1.27  支部新年会                  44 名参加 水道橋グランドＨ 

     3．6  第5回役員会                  15名出席 文京区民センター  

    4 月～  毎月 1回俳句の会                    会員参加 文京区民センター 

     5.10  第 5 回支部総会・懇親会                40 名出席 文京区民センター  

     6.14  第1回役員会                 15名出席 松しん 2 階 

     7.22  『アルゼンチンタンゴ』鑑賞会         10 名参加 東京厚生年金会館 

     8.29  第5回納涼屋形船               28名参加 瑞江大橋・東京湾 

     9.27  第2回役員会                 14名出席 文京区民センター 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 12 年 10.15 留学生との集い 主催年次支部 36 会      6 名参加 京王プラザホテル 

     10.26  第3回役員会                 12名出席 松しん 2 階 

     11．8  第5回支部長杯ゴルフコンペ          14名参加 佐原スプリングスＣ 

     11.20  第5回東京都区内支部連絡会          5名出席 銀座・高松 

     11.23  『中央大学管弦楽団第 44 回定期演奏会』鑑賞会      30 名参加 文京シビックホール 

     11.23  第4回史跡散歩と食べ歩き           17名参加 根津神社ほか 

     12.21  第 4 回役員会・忘年会             15 名出席 文京区民センター 

平成 13 年 2．6  支部新年会                 34 名参加 フォ―レスト本郷 

3．9 第5回役員会                 8名出席 文京区民センター 

     4．3  第1回役員会                 10名出席 文京区民センター 

     4.16  第2回役員会                 16名出席 文京区民センター 

     4.23  第3回役員会                 8名出席 松しん 2 階 

    4 月～  毎月 1 回俳句会               会員参加 文京区民センター 

     5．8  第4回役員会                 8名出席 文京区民センター 

5.16  第 6 回支部総会・懇親会            49 名出席 文京区民センター 

     6.13  第5回役員会                 12名出席 文京区民センター 

     6.19  第6回役員会                 8名出席 松しん 2 階 

     6.25  第7回役員会                 6名出席 松しん 2 階 

     7．9  第8回役員会                 8名出席 文京区民センター 

     8．4  ミュージカル『風と共に去りぬ』鑑賞会    10 名参加 帝国劇場 

     8.21  第9回役員会                 9名参加 文京区民センター 

     8.28  第6回納涼屋形船               38名参加 浅草橋・東京湾 

     10．3  第10回役員会                 10名出席 文京区民センター 

    10.27  第6回東京都区内支部連絡会          3名出席 板橋区文化会館 

    11.14  第6回支部長杯ゴルフコンペ          10名参加 ザ・プリビレッジＧ

Ｃ     11.17  第5回史跡散歩と食べ歩き           13名参加 駒込大観音ほか 

    12.18  第 11 回役員会・忘年会             10 名参加 文京区民センター 

平成 14 年 2．5  支部新年会                  43 名参加 ホテル幾山館 

     3.14  第12回役員会                13名出席 文京区民センター 

     4.20  会報第 4 号発行とともに 1500 名に会員募集案内書を発送 松しん 2 階 

     5.15  第 7 回支部総会・懇親会            45 名出席 文京区民センター 

    5 月～   毎月 1回俳句の会               会員参加 文京区民センター 

     6.23  中央大学に学ぶ留学生との集い         4 名出席 国立劇場 

8.25  母校創立 125 周年記念募金依頼書を会員に発送  250 通 松しん 2 階 

     9. 5 納涼屋形船でカラオケ＆講談 女流講談田辺鶴女師匠 40 名参加 江戸川 あみ忠 

     10.20  一泊温泉旅行                15 名参加 箱根ごうら荘 

     10.20  ゴルフ会  夜はごうら荘へ合流       18 名参加    〃 

    10.29 第13回中央大学ホームカミングデー      10名参加 多摩キャンパス 

     11．9  史跡めぐりとグルメの会  教育委員会唐沢先生の解説 駒込地区、千石会館 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 14 年 11.16  東京都区内支部連絡会総会             6 名出席 四谷・スクワールＨ 

     12. 3  支部幹事会県忘年会              20 名参加 池之端・龍虎殿 

平成 15年 1. 2～3  箱根駅伝  各自応援              会員参加 大手町他 

     2.12  支部新年会 ゲストに江戸大神楽家元一座    30 名参加 東京弥生会館 

    4 月～  毎月１回俳句の会              会員参加 文京区民センター 

     5.14  第1回役員会                 16名出席 文京区民センター 

     5.21  第 8 回支部総会・懇親会            28 名出席 文京区民センター 

     6.17  第2回役員会                 9名出席 松しん 2 階 

     7．3  第3回役員会                 12名出席 文京区民センター 

     7.14  東京都区内支部連絡会当番支部引継ぎ      8 名出席 駿河台記念館 

     7.23              東京都区内支部連絡会幹事会         33 名出席 理工学部校舎 14 階 

     8.28  第4回役員会                 8名出席 文京区民センター 

     9．4  第8回納涼屋形船               17名参加 浅草橋・お台場東京

湾      9.26  中央大学ホームカミングデー          5 名参加 多摩キャンパス 

    10.25  東京都区内支部連絡会総会・懇親会      51 名出席 文京シビックセンター 

     11．9  観劇会『宮本武蔵』             10 名参加 新橋演舞場 

    11.25  第5回役員会                 6名出席 文京シビックセンター 

     11.29  第7回文京史跡散歩と食べ歩き         16名参加 堂坂遺跡ほか 

    12.18  第 6 回役員会・忘年会             12 名出席 龍虎殿 

平成 16 年 2．5  第7回役員会                 8名出席 文京区民センター 

     2.25  支部新年会                 31 名参加 理工学部校舎 14 階 

     3.30  第8回役員会                 10名出席 文京区民センター 

     4.19  第1回役員会                 10名出席 文京シビックセンター 

     5．8  女性白門会 35 周年記念シンポジュウム     4 名参加 理工学部校舎 

     5.10  第2回役員会 総会の準備           10名出席 松しん 2 階 

     5.19  第 9 回支部総会・懇親会 大久保氏講演     35 名出席 文京区民センター 

     6.20  中央大学に学ぶ留学生との集い        1 名参加 京王プラザホテル 

     6.29  第 3 回役員会 平成 17 年度行事について   10 名出席 文京区民センター 

     7．3  観劇会『請―静かな叫び』          10 名参加 新国立劇場 

     7.16  第8回松しん亭小団治寄席に参加        5名参加 松しん 2 階 

     8.23  第4回役員会                 8名出席 松しん 2 階 

     8.30  第 9 回納涼屋形船 台風により中止 （江戸川 あみ忠） 

     9．4  年次支部 42 年白門会の納涼屋形船に参加 隅田川・お台場 

     10.24  中央大学ホームカミングデー         5 名参加 多摩キャンパス 

    11. 6  東京都区内支部連絡会・懇親会        5 名参加 渋谷セルリアンタワー 

11.22  第5回役員会                 6名出席 文京シビックセンター 

    12. 4  第8回文京区史跡散歩と食べ歩き        12名参加 伊勢屋・赤心館ほか 

    12.16  第6回役員会                 12名出席 湯島・三四郎 

平成 17 年 2. 8  支部新年会・新春落語会 三遊亭小金馬師匠   28 名参加 ホテル機山館 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 17 年 2.18  第9回松しん亭小団治寄席に参加        6名参加 松しん 2 階 

     3.29  第7回役員会                 10名出席 レストラン文京 

   4.14            第1回役員会                 10名出席 レストラン文京 

    4 月～  毎月 1 回俳句の会              会員参加 文京区民センター等 

     5.12  第2回役員会                  9名参加 レストラン文京 

     5.19    第 10 回支部総会・懇親会            24 名出席 文京区民センター 

   6.14    第3回役員会                  8名参加 レストラン文京 

     8．2  観劇会 ミュージカル『長崎しぐれ版』ほか  14 名参加 東京宝塚劇場 

    10.23  中央大学ホームカミングデー・留学生との集い 5 名出席 多摩キャンパス 

    11.19  東京都区内支部連絡会総会・懇親会      4 名出席 北トピア 

     12．5  第 6 回役員会・忘年会             14 名出席 上野市場 

平成 18 年 2. 8  支部新年会                 26 名参加 弥生会館 

     3.28  第7回役員会                 12名出席 レストラン文京 

     4.18  役員選考委員会               6 名出席 レストラン文京 

4 月～  毎月 1回俳句の会               会員参加 文京区民センター 

     5.24  第 11 回支部総会・懇親会 高橋雄介水泳部監督講演  28 名出席 文京区民センター 

     8. 8  観劇会『８月納涼歌舞伎、吉原狐他』     10 名参加 歌舞伎座 

     9．5  第 11回納涼屋形船 42年白門会と合同開催    28名参加 浅草橋・お台場 

     9.26  第 3 回役員会                 15 名出席 レストラン文京 

     10.22  中央大学ホームカミングデー・留学生との集い 10 名参加 多摩キャンパス 

     11.22  都区内支部連絡会ジャズコンサート      20 名出席 すみだトリフォ二ー 

     12.11  第 4 回役員会・忘年会               10 名出席 そば処・多なか 

平成 19 年 2. 6  第5回役員会                  16名出席 レストラン文京 

     2.27  第6回役員会                  18名出席 レストラン文京 

     3.15  第7回役員会                  14名出席 レストラン文京 

     3.30  観桜会 都区内各支部からも多数参加      30 名参加 鳩山会館 

     5.15  第1回役員会                  10名出席 レストラン文京 

     6.14  第2回役員会                  15名出席 レストラン文京 

     6.26  第 12 回支部総会・懇親会  講談師田辺一鶴師匠講演  40 名出席 文京シビックセンター 

     7.17  第3回役員会                  10名出席 レストラン文京 

     8.１  観劇会『錦緑』鹿賀武史，余貴美子他     10 名参加 天王洲・銀河劇場 

     8.27  第12回納涼屋形船                15名参加 浅草橋・お台場 

     9.22  中央大学に学ぶ留学生との集い        4 名参加 上野精養軒 

     9.27  第4回役員会                  8名出席 レストラン文京 

     10. 3  第5回役員会                  6名出席 レストラン文京 

     10.28  中央大学ホームカミングデー 役員パンフ配布 8 名参加 多摩キャンパス 

     12. 2  第 6 回役員会・忘年会                10 名出 そば処多なか 

平成 20年 1. 2～3  箱根駅伝  各自応援             会員参加 大手町他 

     2.19  第7回役員会                  10名出席 レストラン文京 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 20 年 3.26  第8回役員会                  10名出席 レストラン文京 

     4. 1  桜を見る会・落語会 ゲスト・柳家小団治師匠 28 名参加 後楽園・涵徳亭 

     4.22    第1回役員会                  7名出席 文京シビックセンター 

     5.20  第2回役員会                  7名出席 文京シビックセンター 

     5.27  第 13 回支部総会・懇親会   駅伝／碓井哲雄氏講演  45 名出席 文京区民センター 

     6. 1  中央大学に学ぶ留学生との集い         4 名参加 上野精養軒 

     7. 1  第3回役員会                  10名出席 文京シビックセンター 

     8.11  第4回役員会                  5名出席 文京シビックセンター 

     9. 8  高村外務・二階経産・保岡法務 3 大臣を祝う会に有志出席 赤坂プリンスホテル 

      9. 9  第5回役員会                   11名出席 文京シビックセンター 

     9.18  大井競馬場空中納涼会            23 名出席 大井・特別貴賓室 

    10.26  中央大学ホームカミングデー 支部から景品提供     7 名参加 多摩キャンパス 

     11.13  東京都区内支部連絡会総会          4 名参加 駿河台記念館 

     12. 3  第 6 回役員会・忘年会              12 名出席 文京シビックセンター 

平成 21年 1. 2～3  箱根駅伝  各自応援             会員参加 大手町他 

     2.16  第7回役員会                   8名出席 文京シビックセンター 

     3.17  第8回役員会                  6名出席 文京シビックセンター 

     4. 1  夜桜と女流講談の夕べ 桃川鶴女師匠     30 名参加 小石川後楽園 

     5. 8  第1回役員会                  12名出席 文京シビックセンター 

     6.16  第 14 回支部総会・懇親会 中川・大久保・大野三氏講演 30 名出席 文京区民センター 

     7.21  第 2 回役員会・暑気払い会            15 名出席 文京シビックセンター 

     8.24  大井競馬場空中納涼会            16 名参加 大井・特別貴賓室 

     8.29  東京都区内支部連絡会総会           1 名出席 シーサイド江戸川 

     10.25  第20回中央大学ホームカミングデー        5名参加 多摩キャンパス 

     11.20  松しん亭小団治寄席（最終回）        45 名参加 鳩山会館 

     12.14  役員会・忘年会               18 名参加 向ヶ丘 魚邦 

平成 22 年 3.29  播磨坂夜桜の集い ゲスト・三遊亭小金馬師匠 26 名参加 茗荷谷駅 

     5. 6  第1回役員会                  10名出席 文京シビックセンター 

     6.14  第2回役員会                  11名出席 文京シビックセンター 

     6.29  第 15 回支部総会・懇親会 高橋善正野球部監督講演  35 名出席 文京区民センター 

     7.26  第 3 回役員会・納涼会              9 名出席 茗渓会館 

     8.20  東京ドーム巨人戦ナイター観戦兼納涼会    20 名参加 東京ドーム 

     9. 4  全東京支部連合会総会             3 名出席 中野サンプラザ 

     10. 4  第4回役員会                   8名出席 文京シビックセンター 

     11.13  中央大学 125 周年記念式典          10 名出席 多摩キャンパス 

    11.15～16  彦根・京都の旅                8 名参加 京都・吉田山荘宿泊 

     12. 6  第 5 回役員会・忘年会              17 名出席 後楽園飯店 

平成 23年 1. 2～3   箱 根 駅 伝        各 自 応 援 大手町他 

     2. 7  第 6 回役員会・新年会               11 名出席 文京シビックセンター 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 23 年 4. 2  白門文京桜を見る会             26 名参加 椿山荘庭園 

     4.25  東京都区内支部連絡会             2 名出席 駿河台記念館 

     5. 1  第1回役員会                  16名出席 駿河台記念館 

     6.27  第 16 回支部総会・懇親会  大久保治男会長講演     40 名出席 東京ドームホテル 

     8. 3  第2回役員会                  12名出席 駿河台記念館 

     8.19  東京ドームビールナイター 巨×ヤ戦     30 名参加 東京ドーム 

     10. 1  東京都区内支部連絡会総会          2 名出席 中野サンプラザ 

     10. 4  第3回役員会                  10名出席 駿河台記念館 

   11.13～14  秋の旅行会  仙台・松島方面         11 名参加 秋保温泉「佐勘」 

     12. 5  支部忘年会                 26 名参加 後楽園飯店 

    12.23  中大音研混声合唱団 60 周年公演       12 名参加 文京シビックセンター 

平成 24年 1. 2～3   箱 根 駅 伝        各 自 応 援 大手町他 

     2. 7  第4回役員会                  12名出席 文京シビックセンター 

     4. 2   桜を見る会                  22 名参加 小石川・涵徳亭 

     5.22  第1回役員会                  14名出席 駿河台記念館 

     6.21  第2回役員会                  12名出席 駿河台記念館 

     7. 3  第 17 回支部総会・懇親会  松丸中大常任理事講演  35 名出席 東京ドームシティ 

     7.25  東京ドームビールナイター  巨×横戦    30 名参加 東京ドーム 

     8.28  第3回役員会                  14名出席 駿河台記念館 

     9.21  都区内支部東京ドーム野球応援会 巨×ヤ戦  58 名参加 東京ドーム 

     10.13  東京都区内支部連絡会総会          4 名参加 京王プラザホテル 

     10.18  第4回役員会                  12名出席 駿河台記念館 

     10.28  中央大学ホームカミングデー         10 名参加 多摩キャンパス 

     12. 4  支部忘年会                 28 名参加 後楽園飯店 

平成 25 年 1．2～3  箱根駅伝  各自応援               会員参加 大手町他 

     2．4  第 5 回役員会・新年会              16 名出席 駿河台記念館 

     3.26  第6回役員会                  11名出席    〃 

     4．7  椿山荘さくら会               30 名参加 椿山荘 

     5．8  第1回役員会                  15名出席 駿河台記念館 

     6.24  第2回役員会                  13名出席    〃 

     7. 8  第 18 回支部総会・懇親会 矢野博丈大創社長講演   45 名出席 東京ドームホテル 

     7.25  東京ドームビールナイター  巨×広戦    30 名参加 東京ドーム 

     8.26  大井競馬場納涼ナイター           20 名参加 大井競馬場特別貴賓

室      9．3  第3回役員会                  15名出席 駿河台記念館 

    10．6  東京都区内支部連絡会総会          3 名出席 目黒雅叙園 

    10.27  中央大学ホームカミングデー予定日（台風のため中止）  

   11.10～11  秋の旅行会 小諸懐古園・高峰高原・松本城他 8 名出席 次回は伊勢神宮 

    12. 6  支部忘年会                 26 名参加 東京ドームホテル 

平成 26 年 1. 3  箱根駅伝打ち上げ会             5 名参加 後楽園飯店 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 26 年 2. 4  第4回役員会                  16名出席 駿河台記念館 

     3.16  桂やまと三代目襲名・真打披露宴       10 名参加 上野精養軒 

     3.30  上野公園桜会 上野市場宴会後桂やまと師匠の落語鑑賞 24 名参加 鈴本演芸場 

     4.21  第1回役員会                  18名出席 駿河台記念館 

     5. 8  役員選考委員会               8 名出席 駿河台記念館 

     5.20  第2回役員会                  12名出席 駿河台記念館 

     6.23  大井競馬場納涼会              28 名参加 大井競馬場特別貴賓

室      6.30  第 19 回支部総会・懇親会 大久保氏講演、桂やまと師匠落語 48 名出席 後楽園飯店 

     7.14  東京ドーム納涼野球応援会           30 名参加 東京ドーム 

     7.23  第3回役員会                  12名出席 駿河台記念館 

     8.21  納涼屋形船                 20 名参加 浅草橋・お台場 

     9.12  第4回役員会                  14名出席  駿河台記念館 

     10.18  東京都区内支部連絡会総会          3 名出席 京王プラザホテル 

     10.26  中央大学ホームカミングデー          10 名参加 多摩キャンパス 

    11.16～17    秋の旅行会  お伊勢参り・鳥羽の旅      6 名参加 次回は北陸 

     12. 9  大久保・戸井田会員の叙勲祝いと支部忘年会  30 名参加 東京ドームホテル 

平成 27年 1. 2～3  箱根駅伝応援 各自応援           会員参加 大手町他 

     3.29  大名庭園六義園さくら会           28 名参加 六義園 

     4.21  第1回役員会 年間行事の大筋決定        12名出席 記念館・プリオール 

     4.15   学員会全国支部長会議 駿河台記念館 

     5.16  学員会協議員総会 会報コンテスト３位入賞  10 名参加 駿河台記念館 

     5.23  学校法人中央大学評議員会         野口・松沼出席 駿河台記念館 

     6.16  第2回役員会                  10名出席 駿河台記念館 

     6.16  都区内支部連絡会幹事会（足立区支部担当）  3 名出席 駿河台記念館 

     7.25  第 20 回支部総会・懇親会    蓮池薫氏特別講演   70 名参加 後楽園飯店 

     8. 5  第3回役員会                  12名出席 ドーム球場・銀蔵 

     8.18  東京ドーム応援野球会 巨人×阪神戦     24 名参加 東京ドーム 

     9. 1  会報第 13 号発行  

     9.10  納 涼 屋 形 船 の 会 （ 4 2 年 会 と 合 同 ） 台 風 で 中 止 （浅草橋・野田屋） 

     9.26  学校法人中央大学評議員会 駿河台記念館 

     10.10  都区内支部連絡会総会 駿河台記念館 

     10.24  学校法人中央大学評議員会  多摩キャンパス 

     10.25  第 24 回中央大学ホームカミングデー     10 名参加 多摩キャンパス 

     10.27  第4回役員会                  12名出席 駿河台記念館 

    11. 8～9  北陸金沢旅行会   金沢・兼六園他   8 名参加  

12. 9  文京区支部忘年会              33 名参加 ドームホテルリラッサ 

12.20  地域支部に江戸歳時記暦と共に新年挨拶状 150 通を発送  

平成 28年 1. 2～3  第 92 回箱根駅伝の応援 大手町他 

     2. 8  第 5 回（新春）役員会              14 名出席 駿河台記念館 



日  時 行  事  記  録 備  考 

平成 28 年 3.27  小石川後楽園観桜会             21 名参加 涵徳亭で打上げ会 

     4.14  学員会本部幹事会            相場・松沼出席 駿河台記念館 

     4.26  20 周年記念誌準備会           野口・松沼他出席 豊島区内 

     5.10  平成 28年度第 1回幹事会            12名出席 駿河台・プリオール 

     5.20  全国支部長会会議            野口支部長出席 駿河台記念館 

     5.21  学員会協議員会総会           会員多数出席 駿河台記念館 

     5.26  中央大学評議員会           野口・松沼出席 駿河台記念館 

     6. 3  緊急幹事会                 ７名出席 駿河台・プリオール 

     6.20  第 21 回支部総会案内書発送（来賓、会員、都区内支部他）  

     7.11  総会準備幹事会 駿河台・プリオール 

     7.30  創立 20 周年記念総会・懇親会     講演・君原健二氏 東京ドームホテル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      歴史・文化・伝統・自然        

   我 が 町 文 京 の 見 ど こ ろ    

                     松 沼  茂 

 その昔「本郷もかねやすまでは江戸の内」と川柳に詠まれた「かねやす」も「本郷」も平成の世に

現存する。江戸は火事が多く、延焼を防ぐために幕府は、江戸城に近い町並みは瓦葺家屋と定めた。

「かねやす」までがその範囲ということであって、その先は江戸の外という意味ではない。当時かね

やすは、「はみがき粉」で評判をとったそうだが、現在も同じ場所に川柳のプレートとともに７階建

のビルで現存する。今の文京区でも賑やかな春日通りと本郷通りの交差点、春日通りの２キロメート

ル先には、江戸時代は御三家である水戸徳川家の上屋敷があった。その敷地の一部が、現在「白門」

の中央大学後楽園キャンパスとなっている。 

 また、本郷通りを少し北へ進むと、かつての加賀前田百万石の広大な上屋敷を「赤門」の東京大学

が一人占めしている。白門の母校は中長期計画で、後楽園キャンパスへの法学部移転を目指しており、

かつてのように「法科の中央」として赤門超えするのも近いと思われる。 

 かねやすのある交差点の反対側に、昭和 50 年頃まで髭のお巡りさんで有名な本富士警察署・本郷

三丁目交番がある。交番から赤門方面への本郷通りは、なだらかに下ってまた上りとなるが、江戸時

代は中山道へ旅立つ人々をここで見送ったことで「見送り坂」、又旅人は坂の上で振り向き「見返り

坂」と呼ばれていたそうだ。坂の最も低い所から１キロメートルほど下っている道が菊坂。江戸の昔

は近隣寺院への需要のため、菊の栽培が盛んだったと思われる。ここも明治になると、帝大（東京大

学）の創設と共に多くの文人が住むことになった。５千円札に肖像画が描かれている樋口一葉も菊坂

の住人としてよく知られており、女史の使用した井戸や質店を訪ねる文学フアンは後を絶たない。 

 このように全国に名を知られた地名の本郷界隈だけでなく、文京区内には知名度抜群の名所 

旧跡が多い。文京白門の会員には馴染みの場所もあるが、区民でもすべてに足を運ぶのが難しいほど

の数なので、それらを順不同ながら、「文の京観光ガイド」や施設発行のパンフレットでできるだけ

まとめてみたい。               

 

 

  

  



 

 

 

■旧藩屋敷跡 

・小石川後楽園 

 水戸徳川家上屋敷内庭園 

・六義園 

 柳沢吉保下屋敷内庭園 

・松聲閣 

・新江戸川公園 

 熊本細川家下屋敷跡、 

  回遊式泉水庭園 

・永青文庫 

 熊本細川家下屋敷跡 

 

■後楽 1-6-6■TEL03-3811-3015 

 
■本駒込 6-16-3■TEL03-3941-2222 

 

■目白台 1-1-22■TEL03-3941-2010 

 

■目白台 1-1-22■TEL03-3941-2010 

 

■目白台 1-1-1■TEL03-3941-0805 

  



 

■ 建物、史跡等   

 

■音羽 1-7-1■TEL03-5976-2800 

 

■春日 1-16-30■TEL03-3818-4562 

 

■小石川 5-11-8 

  

  

 

 

 

 

 



 

 

■資料館   

 
■本郷 4-9-29■TEL03-3818-7221 

 

■湯島 4-10-14■TEL03-5802-8673 

 

■水道 1-3-3■TEL03-5840-2300 

 

■本郷 1-26-3■TEL03-3811-1783 

 

■千駄木 1-23-4■TEL03-3824-5511 

 

■本郷 2-2-2■TEL03-5802-1730 

  



■神 社 ■仏 閣 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 



中央大学の施設（キャンパス・記念館・中学校・高等学校） 

 

實地應用ノ素ヲ養フ 

 中央大学は、1885（明治 18）年、18 人の若き法律家たちによって英

吉利法律学校として創設されました。創立者たちは、抽象的体系性より

も具体的実証性を重視し実地応用に優れたイギリス法についての理解と

法知識の普及こそが、日本を近代的な法治国家にするために不可欠であ

ると確信し、「實地應用ノ素ヲ養ウ（ジッチオウヨウノソヲヤシナウ）」

教育によって、イギリス法を身につけ、品性の陶冶された法律家を育成

し、わが国の法制度の改良をめざしたのです。 

 「實地應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神は、総合大学となった現在、

多様な学問研究と幅広い実践的な教育を通して「行動する知性」を育む

という、本学のユニバーシティ・メッセージに受け継がれています。  

 

 
多摩キャンパス 

東京都八王子市東中野 742-1 

 

 
後楽園キャンパス 

東京都文京区春日 1-13-27 

 
駿河台記念館 

東京都千代田区神田駿河台 3-11-5 



 

 
市ヶ谷キャンパス 

東京都新宿区市谷本村町 42-8 
 

市ヶ谷田町キャンパス（中央大学ミドルブリッジ） 

東京都新宿区市谷田町 1-18 

 

 

 

 

 
中央大学附属中学校・高等学校 

小金井市貫井北町 3-22-1 

 
中央大学附属横浜中学校・高等学校 

横浜市都筑区牛久保東 1-14-1 

 

 

 

 

 
中央大学杉並高等学校 

杉並区今川 2-7-1 

 
中央大学高等学校 

文京区春日 1-13-27 



 

 

 

  

 

会 員 名 簿 

役 員 名 簿 

支 部 規 約 

中央大学校歌・応援歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中央大学学員会東京文京区支部会員名簿 

  （平成８年４月創立～平成２８年７月在籍＝退会者・物故者含む） 

                                                                               （５０音順） 

 相場 有二 （昭４５経）  岩崎 茂雄 （昭４８法）  垣保  孝 （昭５７法） 

 青池 次男 （昭２９法）   岩瀬 正昭 （昭４３法）  掛川 友行 （平６理工） 

 青木 正一 （昭２６法）  植田 正次 （昭２４法）  河西 紀道 （昭３７商） 

 青木 包輔 （昭２８法）  上田 雅芳 （昭４１商）  片瀬 智晴 （平９法） 

 青木 憲之 （昭４８法）           浮田 秀則 （昭４９経）  桂  文子 （昭３６法） 

 青柳  武 （昭４４法）  宇田川濱江 （昭３５法）  桂 やまと （平１１文） 

 秋場 文恵 （昭４９理工）  内布  諒 （平２４文）  加藤 省三 （昭４３法） 

 秋山 清久 （昭３６商）   内本 篤彌 （昭２８経）   加藤 能久 （昭３１法） 

 秋山  公 （昭４０経）  宇津木孝一 （昭２７経）  加藤 忠義 （昭５２理工） 

 阿久津藤雄 （昭２６法）  梅沢 健祐 （昭６４法政）  加藤 彦一 （昭３６商） 

 浅井 誠一 （昭３６経）  浦谷 善雄 （昭３０法）   加藤 康人 （昭４９法） 

 浅川 宜夫 （昭４１文）  遠藤 繁明 （昭５９商）   加藤 幸男 （昭２６専法） 

 安孫子律子 （昭５６文）  遠藤 弘幸 （昭５０理工）     金田 光司 （昭５２文） 

 阿部 正人 （平２文）  遠藤 正則 （昭１４商）    金田 光平 （昭２６経） 

 荒木美和子 （昭３１法）   遠藤 道雄 （昭５５理工）  金田 正美 （昭４３経） 

 安藤 茎子 （昭６２商）  大久保治男 （昭３５Ｍ刑）  金高 晃夫 （昭５４商） 

 安藤 剛史 （平１０法）  大嶋 紀彦 （昭３９経）   亀崎 正幸 （昭３４法政） 

 天野 清一 （昭４６商）  大城  豊 （昭２７法）   亀谷 卓夫 （昭４８理工） 

 有馬 琢哉 （平６法）  大根田昌生 （昭３３法政）  川崎 孝子 （昭５２法） 

 飯田 康治 （昭４３文）  大野 雅樹 （平元法）  川野 邦仁 （昭４５法） 

 飯塚 佳治 （昭１６法）  大庭  功 （昭５５法）  川元正一郎 （平３仏文） 

 生田 時秀 （昭３１理工）  大橋 雅子 （昭４９商）  木内 裕喜 （昭３４経） 

 石  正之 （昭３２商）  大和田 實 （昭４２法政）  木内 宏子 （昭３５経） 

 石井 康裕 （昭４７経国）  岡  優子 （昭３８経）  菊池 靖雄 （昭３０商） 

 石川善次郎 （昭４２経）  岡本 泰二 （昭５４経）  北川  繁 （昭３９法政） 

 石川 正樹 （平２法）  岡安 一雄 （昭２７法）  木下 一彌 （昭２６経） 

 石澤 申吉 （昭３４法）  小川  悟 （昭３４商）  木下 信也 （昭５５文） 

 石田 政史 （昭５４経）  小川  祝 （昭３３経）  櫛淵 正孝 （昭５５法） 

 石橋  裕 （昭４５法）  岡田  茂 （平１６法）  久代 信次 （昭４０法） 

 石原由紀子 （平２２法）  沖山  明 （昭４７理工）  金行 秀則 （昭３５経） 

 伊地 皓二 （昭３９法）  小口 隆夫 （昭４６法）  楠山 正雄 （昭２４法） 

 一文字俊雄 （昭２８経）  奥野 光績 （昭４２経）  久野 悟郎 （名誉教授） 

 伊藤 善男 （昭３３商）  奥山 郁男 （昭５８商）  窪岡 義則 （昭３９経） 

 稲田 哲博 （昭５６法）  奥山勇五郎 （昭５０商）  久保田旨一 （昭３２経） 

 稲葉 欣久 （昭４０商）  尾崎 修一 （昭３２商）  熊谷 正臣 （昭２９経） 

 井上 博文 （昭５３法政）  越智 英雄 （昭２１法）  久米  悟 （平７商） 

 今井 岩夫 （昭３８法）  小野 孝一 （昭１８専商）  倉田金三郎 （昭３０商） 

 今川 捨三 （昭１１法）  女部田 亮 （平２５法）  倉田 雅充 （昭１７法） 

 岩崎  明 （昭２９商）  貝瀬  宏 （昭５４理工）  栗下 茂樹 （昭５０法政） 



 栗原 力雄 （昭３３経）  神保 博行 （平４推薦））  辻林 望未 （平１４商）） 

 黒崎  正 （昭３２法）  杉村 英起 （昭５２法）   土屋 頼子 （昭３１法） 

 黒須純一郎 （昭５０経）  杉山  脩 （昭４４商）  角貝 久雄 （昭３７法） 

 桑山  裕 （昭５８経）  鈴木あや子 （昭４７経）       寺田  正 （昭１５法） 

 玄 運官  （平７理工）  鈴木 市昭 （昭２６経）  戸井田ひろし（昭５７商）   

 小泉潤一郎 （昭４４商）  鈴木 高治 （昭５１商）  戸井田房治 （昭２９経）  

 小泉 嘉幸 （昭６１理工）  鈴木 達二 （昭５５理工）  樋田  誠 （昭３４法） 

 河野 信夫 （昭３５法）  鈴木 英之 （昭５７商）  外川 甲二 （昭１８専法）  

  神山 眞一 （昭３９法）  鈴木 雅幸 （昭４７法）  戸田 總子 （昭４８通法）  

 小杉 聡則 （昭２６専商）  鈴木 祐二 （昭５６文）       利根川伸行 （昭５２理工） 

 小谷 拓三 （昭３６法政）  鈴木 亮三 （平１０経）  富田 栄一 （平２理工） 

 後藤 与一 （昭２８専商）  栖関 泰宏 （昭６３理工）  富田 誠一 （昭２８経） 

 小林 一久 （昭４９経）      須田 泰三 （昭２３経）  冨塚 嘉一 （昭５３商） 

 小林 重美 （昭３５商）  須藤 朋広 （平３商）  中川 浩治 （昭３３法） 

 小林 英雄 （昭４２法）  関  正人 （平７経）  中川  毅 （平２経） 

 小林 正樹 （昭６０法）        園田  守 （昭３１法）  永井 一夫 （昭２９経） 

 小林由紀子 （昭６０法政）  染野 郁郎 （昭４４法）  長尾 謙一 （昭２８法） 

 近藤  鏑 （昭３３文）  染谷  勤 （昭５５理工）   長尾 謙太 （昭５６商） 

 近藤  正 （昭４５法政）  大門美代松 （昭３５商）  長坂愿一郎 （昭４７経） 

 金野 徳男 （昭２８商）  田貝 好夫 （昭１８ ）   長島 和義 （平９経） 

 斎藤 円真 （昭４１法）  高岡 信一 （昭４４商）  長島 高義 （昭４１昭） 

 斎藤 昭次 （昭２７経）  高城  亨 （昭２４法）  長沼 宏充 （昭３９経） 

 酒井 廣延 （昭３２法）  高木 征男 （昭４０文）  中村 喜一 （昭３９経） 

 境  秀夫 （昭２５商）  高木 良平 （昭６１Ⅿ文）   中村  清 （昭３７商） 

 栄  章博 （昭５３法）  高野 一義 （昭４８商）  浪江 順一 （昭３４経） 

  坂本 健一 （昭５０経）  高野 佳則 （平５Ｍ理工）  名村 義人 （昭３４法） 

 坂本 幸男 （昭１３法）  高橋 丈雄 （昭３９経）  南波  卓 （昭３５法） 

 佐川  宏 （昭４４法）   高松 秀幸 （昭３０法）  新妻 理男 （昭５８法） 

 桜田  誠 （昭４３商）  高松 守信 （昭３５法）  仁木 資浩 （昭３２経）  

 佐々木象一 （昭２３経）  滝口 康正 （昭４０理工）  西田 容子 （昭５５文） 

 佐藤 寅雄 （昭３９経）  竹内 康尋 （昭３７法）  西村 輝雄 （昭４３法） 

 佐藤 直樹 （昭５４法）        竹澤 正美 （昭５１法）  西村 友男 （昭２８法） 

 佐藤  寛 （昭２６法）  竹本 方英 （昭６３文）  根岸 創造 （昭４７法） 

 佐藤 正治 （昭２９専経）  田島  京 （昭４４商）   野上 和彌 （昭３２商） 

 塩畑 孝夫 （昭４５法）  田中 四郎 （昭２８経）  野口 曻兵 （昭４７法） 

 紫垣 桂介 （昭２８法）  田中 正文 （昭４７商）  野澤 隆一 （昭２６経） 

 柴田 靖夫 （昭４０法）   田中 祺益 （昭３３商）   野尻 治子 （昭２８法） 

 島岡 孝行 （昭６０理工）  玉井 三郎 （昭２８商）   野田 貴章 （昭４２法） 

 島岡 良衣 （昭４０法）  田丸 和宏 （昭４６法）  野村 勝一 （昭２３専法） 

 島崎  修 （昭４８理工）  田村  悟 （昭４８法政）  博田 忠平 （昭４２法） 

 下田 一美 （昭５１経）  為則 知之 （昭４１理工）  畑   誠 （昭２８経） 

 下村 康正 （昭２２法）  津嶋 之男 （昭２８法）  服部 孝博 （昭５０理工） 

 新川  大 （昭３０商）  辻林 望未 （平１４商））  花岡  明 （昭３４経） 

 新谷  昭 （昭４５文）  津嶋 之男 （昭２８法）  花岡 秀樹 （平５商経） 



 浜田 暢克 （昭３５商）  宮園 重遠 （昭５６商） 若木 栄仁 （昭３５経） 

 早川 浩士 （昭５５経）  宮本 英司 （昭２８経）  脇坂 啓司 （昭３６文） 

 林   總 （昭４９商）  向井 英之 （昭６３理工）  和田 京子 （平５経） 

 林  恭子 （平６商）  向山登志康 （昭２４理工）  渡邊 和彦 （昭４３商） 

 林  弘正 （昭４７法）  村井  巌 （昭１８専）  渡辺 静代 （昭３２文） 

 林  靖人 （昭３９商）  村岡 隆雄 （昭２８法）  渡邊 正一 （昭５９商） 

 林  泰弘 （昭３８経）  村上 和雄 （昭３１経）  

 原  正次 （昭５０経）  村瀬  正 （昭３４法）  

 原  秀男 （昭１５法）  村山 綾子 （昭５８法）  

 原口 洋志 （昭５４法）  目崎 康雄 （昭４３理工）  

 原田 邦穂 （昭５４経）  茂木 哲哉 （昭４２理工）  

 日原 道雄 （昭２７法）  本橋 元一 （昭３１法）   

 平井 信男 （昭２６専）  桃川 龍一 （昭２９経）  

 平川 忠雄 （昭３２経）  森  茂代 （昭３５法）  

 福田 良宏 （昭４９法）  森田 重夫 （昭２６法）  

 藤井 輝明 （昭５７経）  森田 英明 （昭４２法）  

 藤田 恵子 （昭５３法）  森田 政彦  (昭２５商)   

 藤原  勇 （昭２８経）  守谷愼一郎 （平３法）  

 藤本 一夫 （昭４５法政）  矢上 安雄 （昭４０法）  

 二見 龍男 （昭４９経）  矢治 正司 （昭５４商）  

 堀井 昌儀 （昭３８法）  矢島 孝幸 （平５経）  

 本多 弘之 （昭２７法）  柳沢甲子雄 （昭２８商）  

 本田富美子 （平１９法）  柳沢  潔 （昭５４法）  

 本間 純子 （昭４９文）  矢部 弘子 （昭５２文）  

 前川 和義 （昭２７経）  山縣 祐吉 （昭２８法）  

 間下 泰成 （平６経）  山川 泰宏 （平２理工）   

 桝井  卓 （昭４３法）  山際 克俊 （昭５５経）  

 増田 一昌 （平１経）  山口  勇 （昭１７専法）  

 松井  宣 （昭１１法）  山口 浩一 （昭５３経）  

 松尾 一輝 （昭５０文）  山口 史郎 （昭２８法）  

 松尾  勉 （昭２８法）  山下  晃 （平２経）  

 松岡みゆき （昭５１文）  山田 伸吾 （平１７商）  

 松田 恭一 （昭４０法）  山根 彬夫 （昭２８法）  

 松田  茂 （昭４６商）  湯村  稔 （昭６１経）  

 松沼  茂 （昭４２経）  横関 芳夫 （昭５９理工）  

 松丸 和夫 （昭５２経）  横山 清和 （昭５４法）   

 松本  宏 （昭４商）  横山 史郎 （昭３０法）  

 松山 和義 （昭４７商）  吉川 春子 （昭３９法）  

 丸谷 隆一 （昭２７経）  吉田 欣二 （昭２８法）  

 三浦 陽一 （昭３９法）  良田夕里子 （昭２７法）  

 水野 茂弘 （昭４１法政）  吉村 博夫 （昭３０経）  

 溝渕 照信 （昭１８法）  吉本  貢 （昭３０法）  

 宮内  忍 （昭４５商）  依田  弘 （昭５１理工）  

 宮﨑 治子 （昭３９法）  米村 邦輔 （昭３５商）  



    中央大学学員会東京文京区支部 役員名簿 

 

平成２６・２７年度役員 

名誉会長     大久保治男 

会 長（支部長） 野口 曻兵 

副会長（副支部長）倉田金三郎 浮田 秀則 久代 信次 戸井田ひろし 

相談役      中川 浩治 土屋 頼子 田中 祺益 飯田 庸治 

幹事長（事務局長）松沼  茂 

副幹事長     加藤 康人 相場 有二 田村  悟 鈴木 雅幸 

監 事      大根田昌生 亀谷 卓夫 

幹 事      浅井 誠一 大野 雅樹 大和田 實 小川  祝 奥野 光績 

         桂 やまと 菊池 靖雄 島崎  修 染野 郁郎 竹本 方英 

         玉井 三郎 利根川伸行 松田  茂 宮﨑 治子 山田 伸吾 

中央大学評議員  野口 曻兵 松沼  茂 

白門奨学会評議員 松沼  茂 

中央大学評議員  大久保治男 田中 祺益 

学員会幹事    相場 有二 松沼  茂 

学員会協議員   大久保治男 久代信次 野口 曻兵 田村  悟 

 

平成２４・２５年度役員 

名誉会長     大久保治男 

会 長（支部長） 中川 浩治 

副会長（副支部長）土屋 頼子 倉田金三郎 久代 信次 野口 曻兵 

相談役      神保 博行 吉村 博夫 田中 祺益 飯田 庸治 

幹事長（事務局長）松沼  茂 

副幹事長     加藤 康人 戸井田ひろし 田村  悟 鈴木 雅幸 

監 事      大根田昌生 亀谷 卓夫 

幹 事      相場 有二 浅井 誠一 生田 時英 浮田 秀則 大野 雅樹 

         大橋 雅子 奥野 光績 加藤 能久 菊池 靖雄 島崎  修 

         竹本 方英 玉井 三郎 利根川伸行 松田  茂 宮﨑 治子 

         村岡 隆雄 山田 伸吾 

 

平成２２・２３年度役員 

会 長（支部長） 大久保治男 

副会長（副支部長）土屋 頼子 飯田 康治 中川 浩治 吉村 博夫 

監 事      大根田昌生 亀谷 卓夫 

顧 問      田中 祺益 

相談役      神保 博行 富田 誠一 

幹事長（事務局長）松沼  茂 

副幹事長     加藤 康人 鈴木 雅幸 田村  悟 戸井田ひろし 

幹 事      相場 有二 生田 時秀 大野 雅樹 大橋 雅子 奥野 光績 

         加藤 能久 久代 信次 倉田金三郎 島崎  修 玉井 三郎 



         利根川伸行 野口 曻兵 松田  茂 村岡 隆雄 米村 邦輔 

 

平成２０・２１年度役員 

支部長      大久保治男 

副支部長     土屋 頼子 吉村 博夫 中川 浩治 飯田 康治 

監 事      大根田昌生 亀谷 卓夫 

顧 問      田中 祺益 

相談役      神保 博行 富田 誠一 

幹事長（事務局長）松沼  茂 

副幹事長     鈴木 雅幸 戸井田ひろし 田村  悟 加藤 康人 

幹 事      生田 時秀 米村 邦輔 村岡 隆雄 一文字俊雄 加藤 能久  

         松田  茂 奥野 光績 相場 有二 大橋 雅子 大野 雅樹 

         玉井 三郎 利根川伸行 島崎  修 倉田金三郎   

           

平成１８・１９年度役員 

支部長      大久保治男 

副支部長     土屋 頼子 吉村 博夫 中川 浩治 桃川 龍一 

監 事      大根田昌生 亀谷 卓夫 森田 政彦 

顧 問      遠藤 正則 田中 祺益 

相談役      下村 康正 神保 博行 楠山 正雄 富田 誠一 近藤  錡 

幹事長（事務局長）松沼  茂 

副幹事長     利根川伸行 戸井田ひろし 田村  悟 加藤 康人 

幹 事      飯田 康治 戸井田房治 生田 時秀 窪岡 善則 近藤  正 

         米村 邦輔 村岡 隆雄 一文字俊雄 加藤 能久 松田  茂 

         奥野 光績 相場 有二 大橋 雅子 大野 雅樹 玉井 三郎 

         宇田千賀子   

 

平成１６・１７年度役員 

支部長      田中 祺益 

副支部長     土屋 頼子 吉村 博夫 中川 浩治 桃川 龍一 大久保治男 

監 事      本橋 元一 亀谷 卓夫  

顧 問      遠藤 正則 田中 祺益 

相談役      下村 康正 神保 博行 楠山 正雄 富田 誠一 近藤  錡 

幹事長（事務局長）松沼  茂 

副幹事長     大根田昌生 利根川伸行 戸井田ひろし 田村  悟  

幹 事      飯田 康治 戸井田房治 高松 秀幸 秋場 文恵 生田 時秀  

         米村 邦輔 平井 信男 栁沢甲子雄 西村 友男 木下 一彌 

         奥野 光績 村岡 隆雄 一文字敏雄 窪岡 善則 近藤  正 

         森田 政彦 加藤 能久 小泉潤一郎 相場 有二 松田  茂  

         奥山勇五郎 大橋 雅子 大野 雅樹 玉井 三郎 藤原  勇 

         加藤 康人 

 



平成１４・１５年度役員 

支部長      田中 祺益 

副支部長     土屋 頼子 近藤  錡 亀谷 卓夫 吉村 博夫 一文字俊雄 

         富田 誠一 西村 友男 

監 事      桃川 龍一 森田 重夫 中川 浩治 

顧 問      遠藤 正則 飯塚 佳治 

相談役      下村 康正 神保 博行   

幹事長      本橋 元一 

事務局長     松沼  茂 

副幹事長     北川  繁 利根川伸行 

幹 事      楠山 正雄 飯田 康治 戸井田房治 高松 秀幸 秋場 文恵 

         生田 時秀 米村 邦輔 平井 信男 西村 輝雄 栁沢甲子雄 

         藤原  勇 木下 一彌 奥野 光績 村岡 隆雄 原田 邦穂 

         窪岡 善則 近藤  正 森田 政彦 伊地 皓二 加藤 能久 

         戸井田ひろし 小泉潤一郎 大根田昌生 村瀬  正 奥山勇五郎 

         角貝 久雄 加藤 康人 

 

平成１２・１３年度役員 

支部長      田中 祺益 

副支部長     土屋 頼子 近藤  錡 亀谷 卓夫 吉村 博夫 一文字俊雄 

         富田 誠一 西村 友男 

監 事      桃川 龍一 森田 重夫 中川 浩治 

顧 問      遠藤 正則 飯塚 佳治 

相談役      下村 康正 神保 博行 坂本 幸男  

幹事長      本橋 元一 

事務局長     松沼  茂 

副幹事長     北川  繁 利根川伸行 

幹 事      楠山 正雄 飯田 康治 戸井田房治 高松 秀幸 秋場 文恵 

         生田 時秀 米村 邦輔 平井 信男 西村 輝雄 栁沢甲子雄 

         藤原  勇 木下 一彌 奥野 光績 村岡 隆雄 原田 邦穂 

         窪岡 善則 近藤  正 森田 政彦 伊地 皓二 加藤 能久 

         戸井田ひろし 小泉潤一郎 大根田昌生 村瀬  正 奥山勇五郎 

         角貝 久雄 加藤 康人 

 

平成１０・１１年度役員 

支部長      飯塚 佳治 

副支部長     土屋 頼子 近藤  錡 亀谷 卓夫 

監 事      田中 祺益 桃川 龍一 森田 重夫 

顧 問      遠藤 正則 

相談役      下村 康正 神保 博行 坂本 幸男 

幹事長      本橋 元一 

副幹事長     一文字俊雄 吉村 博夫 松沼  茂 

幹 事      富田 誠一 藤原  勇 西村 輝雄 西村 友男 角貝 久雄 



         木下 一彌 米村 邦輔 栁沢甲子雄 生田 時秀 伊地 皓二 

         北川  繁 窪岡 善則 村岡 隆雄 中川 浩治 森田 政彦  

         加藤 康人 近藤  正 利根川伸行 平井 信男 奥山勇五郎 
           秋場 文恵 奥野 光績 原田 邦穂 

平成８・９年度役員 

支部長      飯塚 佳治 

副支部長     土屋 頼子 近藤  錡 亀谷 卓夫 

監 事      田中 祺益 桃川 龍一 森田 重夫 

顧 問      遠藤 正則 

相談役      下村 康正 神保 博行 坂本 幸男 

幹事長      本橋 元一 

副幹事長     一文字俊雄 吉村 博夫 松沼  茂 

幹 事      富田 誠一 藤原  勇 西村 輝雄 西村 友男 角貝 久雄 

         木下 一彌 米村 邦輔 栁沢甲子雄 生田 時秀 伊地 皓二 

         北川  繁 窪岡 善則 村岡 隆雄 中川 浩治 森田 政彦  

         加藤 康人 近藤  正 利根川伸行 平井 信男 奥山勇五郎 
           秋場 文恵 奥野 光績 原田 邦穂 

 



    中央大学員会東京文京区支部規約     

（名称） 

第１条 本支部は、中央大学員会（白門会）東京文京区支部という。 

（目的） 

第２条 本支部は、会員相互の親睦を図り、交流を通じて中央大学の発展、興隆に寄与するこ  

 とを目的とする。 

（事務所） 

第３条 本支部の事務所は、文京区内におく。 

（会員） 

第４条 本支部は、文京区在住、在勤の中央大学学員及び役員会において推薦された者をもっ 

 て組織する。 

２ 支部会員は、氏名、住所、連絡先（電話番号）に変更があった場合は、速やかに支部長に 

 通知しなければならない。 

（事業） 

第５条 本支部は、第２条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

 （！） 会員親睦会、講演会の開催 

 （２） 会員の福利厚生に関する事業 

 （３） 会員名簿の発行 

 （４） 評議員、協議員候補者の推薦 

 （５） その他本支部及び学員会の目的達成に必要な事項 

（役員） 

第６条 本支部に次の役員をおく。 

 （１） 支部長      １名 

 （２） 副支部長    若干名 

 （３） 幹事長      １名 

 （４） 事務局長     １名 

 （５） 副幹事長    若干名 

 （６） 幹事      若干名 

 （７） 監事       ３名 

（役員の選任） 

第７条 支部長、副支部長及び監事は、会員の中から総会において選任する。 

２ その他の役員は、支部長が委嘱し、任期中、事故のため辞任する者があったときは、支部  

 長の推薦により補充し、その任期は前任者の残任期間とする。 

（顧問、相談役） 

第８条 本支部の円滑な運営を図るため、顧問並びに相談役を若干名おくことができる。 



２ 顧問及び相談役は、役員会に出席して意見を述べることができる。 

３ 支部長は、総会の承認を得て、顧問及び相談役を委嘱する。 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は２年とする。ただし再任は妨げない。 

（役員の職務権限） 

第１０条 支部長は、本支部を代表して会務を総括する。 

２ 副支部長は、支部長を補佐し、支部長に事故あるときはその職務を代行する。 

３ 幹事は、支部長の命を受け、会務を処理する。 

４ 監事は、本会の財産及び業務執行の状況を監査し、役員会及び総会に報告する。 

（総会） 

第１１条 本支部は、毎年１回定時総会を開催する者とし、必要あるときは臨時総会を開催す 

 ることができる。 

２ 総会は、支部長が招集し、その議長となる。 

３ 会員の３分の１以上の要請があったときは臨時総会を開催しなければならない。 

４ 総会の議決は、規約の改廃に関することを除いて、出席者の過半数によって決する。可否 

 同数のときは議長が決する。 

５ 総会の議事については議事録を作成し、議長及び役員２人以上が署名する。 

（総会の議決事項） 

第１２条 総会においては、本規約に定めるもののほか、次に掲げる事項を審議し、決定する。 

 （１） 役員の選任 

 （２） 事業計画、事業報告並びに予算、決算の承認 

 （３） 規約の改正 

 （４） その他、役員会が総会に付議することを決定した事項 

（役員会） 

第１３条 役員会は、支部長、副支部長、幹事及び監事によって構成する．ただし、監事は役 

 員会に出席し、意見を述べることができるが、議事の採決権はない。 

２ 役員会は、必要に応じて支部長が招集し、その議長となる。 

３ 役員会は、次の事項を審議し、決定する。 

 （１） 総会に付議する事項 

 （２） 事業計画の立案 

 （３） 総会において決議された事項 

 （４） 学員会より委嘱された事項 

 （５） その他、本会の運営に必要な事項 

４ 議事は出席者の過半数をもって決する。 

（経費） 

第１４条 本支部の経費は、会費、寄付金及び事業の収益金をもって支弁する。 



（会費等） 

第１５条 会費は、年額３，０００円とする。 

２ 本支部は、支部員その他から寄付を受けることができる。 

（会計年度） 

第１６条 本支部の会計年度は、毎年４月１日から翌年３がつ３１日までとする。 

（規約の改廃） 

第１７条 本支部の規約の改廃は、総会において３分の２以上の同意を得なければならない。 

    付  則 

この規約は、平成８年４月１２日から施行する。 

    付  則 

この規約は、平成１４年５月１５日から施行する。 

 

 

 

 

 

                  運営細則 

１、規約第１３条第３項第５号により定める。 

２、部門を設け、担当役員（副幹事長、幹事の分担）により、その業務を分掌する。 

 ①、事務局  庶務全般、名簿、その他に属さないこと。 

 ②、経理  会計全般、資金運用、財産管理に関すること。 

 ③、事業  諸行事の実施に関すること。 

  各部門の担当役員は、役員会に所掌業務の概況を報告する。 

３、会費については、毎年、定時総会の開催時に納入するか、郵便振替又は銀行振込によるこ 

 とを原則とする。一旦納入した会費は、理由の如何を問わず返還しない。 

４、支部の所有する金銭等は日常的に必要な額を除き、確実な金融機関に預金保管する。 

５、支出には、全て証拠書類を整えておくものとする。 

６、総会の議を経て、特別会計を設けることができる。 

７、特別の事情のない限り、３年以上にわたる会費の滞納者は、役員会の議を経て、退会者と

みなすことができる。 

８、運営細則に定めのない事項や、これにより難しいことが生じたときは、その実情に応じ、  

 役員会において協議するものとし、緊急を要するものにあっては支部長が決することができ  

 る。 

９、運営細則の変更は、役員会でする。 

             事業部門の諸行事のうちの部会 

①ゴルフ ②俳句 ③釣り ④旅行 ⑤女性のための行事 ⑥異業種交流会 ⑦その他 



 
中央大学校歌・応援歌 

        

        中 央 大 学 校 歌 

                          石川道雄 作詞  

                          坂本良隆 作曲 

一、草のみどりに風薫る   丘に目映
ま ば

ゆき白門を 

  慕い集える若人が    真理
ま こ と

の道にはげみつゝ 

栄ある歴史を承け伝う  あ あ中央、我等が中央 

  中央の名よ光あれ    

二、よしや嵐は荒
すさ

ぶとも   揺るがぬ意気ぞいや昂
たか

く 

春の驕奢
お ご り

の花ならで   みのりの秋やめざすらむ 

学びの園こそ豊なれ   あ あ中央、我等が中央 

    中央の名よ光あれ 

三、いざ起て友よ時は今   新しき世のあさぼらけ 

胸に血潮の高鳴りや   湧く歌声も晴れやかに 

自由の天地ぞ展
ひら

けゆく  あ あ中央、我等が中央 

  中央の名よ光あれ 

 

 中央大学応援歌 ～ああ中央の若き日に～ 

                         歌詞選定 中央大学学友会 

                              古関裕而 作曲 

一、憧れ高く空ひろく   理想の光あやなせる 

ああ中央の若き日に  伝統誇る白門の 

戦い挑む旗仰げ  

力 力 中央 中央 

二、情熱
ね つ

と力の若人が   精鋭こぞりふるいたつ 

ああ中央の若き日に  雄叫ぶ血潮紅は 

闘魂たぎる火と燃える  

力 力 中央 中央 

三、我らが誇り覇者の歌  燦
さん

たり栄光我が生命
い の ち

 

ああ中央の若き日に  今ぞ座らん覇者の座に 

いざ勝ちどきを揚げんかな 

力 力 中央 中央 



惜 別 の 歌 

                          島崎藤村 作詞 

                          藤江英捕 作曲 

一、遠き別れに耐えかねて  この高楼
たかどの

に登るかな 

悲しむなかれ我が友よ  旅の衣を整えよ 

二、別れと言えば昔より   この人の世の常なるを 

流るゝ水を眺むれば   夢はずかしき涙かな 

三、君がさやけき目の色も  君紅の唇も 

君が緑の黒髪も     又何時か見んこの別れ 

四、君の行くべき山川は   落つる涙にみえわかず 

袖のしぐれの冬の日に  君に贈らん花もがな 

五、君が優しき慰めも    君がたのしき歌声も 

君が心の琴の音も    又何時聞かんこの別れ 

 

伊 豆 逍 遥 歌        

                            村上道太郎 作詞作曲 

一、よしや心のつれづれに  さすらい出し旅なれど 

光降る野に立つ我れは  息吹く憂に濡れしぶる 

二、富士の姿の影とめて   波間に浮ぶ淡島の 

  沖の鷗に夢路とめ    漁火
いさりび

ゆるゝ三津
み と

の浜 

三、ああ修善寺の春静か    ことよもなげに梅散るを 

のみの音絶えて夜叉王の  霊何処
たまいずこ

にか宿るらむ 

 

中 大 健 児 の 歌 

                                河尾俊雄  作詞 

                                音楽研究会 作曲 

一、大空晴れて気は澄みぬ  雲にそびゆる芙蓉峰 

  照る日に光る姿こそ   中大健児の表徴
し る し

なれ 

  中央 中央 おゝ我等が母校 

二、伝統燦
さん

たる旗の下    自由の世界うち建てん 

情熱
ね つ

と力を示すこそ   中大健児の心なれ 

  中央 中央 おゝ我等が母校 

 



若 き 血 潮 

若き血潮みなぎる  中央の意気にみよ 

栄光はさんとして  我らが上にあり 

歌わずや伝統中央  我らが門出のぞみにみちて 

見よ中央の大籏のゆくところ  陽もかげりてあわし 

若さこそ力こそ我らが命  戦いはきよかれ 

誓ひの殿堂はおごそかに  大空の元に輝く 

歌わずや伝統 中央    歌わずや伝統 中央 

 

中 大 節（神田節） 

 

一、ここはお江戸か神田の町か  神田の町なら大学は中央 

二、大学中央の学生さんは    度胸一つの男伊達 

三、度胸一つで神田の町を    歩いて行きます紋付袴 

四、紋付袴は中大の育ち     ボロはおいらの旗印 

五、ボロはまとえど心は錦    どんなものにも恐れはせぬぞ 

六、どんなものにも恐れはせぬが 可愛あの娘にゃかなやせぬ 

七、可愛あの娘はいつでも捨てる 母校のためなら命まで 

八、命捨ててもその名は残る   大学中央その名は残る 

                   大学中央その名は残る 

 

 

神田駿河台から多摩キャンパスに移築した中央大学の象徴 白門 



 

 

 

 

 

中央大学学員会東京文京区支部 

 

創立 20周年記念協賛広告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

  

 
 

 



 

 
 

 

 

 



 

 
 

 

  
 

  

 

 



 

文京白門 20周年記念誌協賛者芳名 

  広告・寄付・寄稿・資料提供者 （順不同・敬称略） 

 

大久保治男、土屋頼子、宮﨑治子、相場有ニ、大野雅樹、小川  祝、 

久代信次、宇田川濱江、奥野光績、桂やまと、松田  茂、竹本方秀、 

野口曻兵、島崎  修、田中祺益、倉田金三郎、浮田秀則、亀谷卓夫、 

酒井廣延、門下泰成、野尻治子、石沢申吉、玉井三郎、大和田實、 

山縣祐吉、森田英明、大根田昌生、石川善次郎、高松常太郎、杉原 尚、 

蓮池 薫、浅井誠一、加藤康人、戸井田ひろし、飯田康治、菊池靖雄、 

鈴木雅幸、田村 悟、染野郁郎、利根川信行、松沼 茂 

塩水港精糖株式会社・株式会社パールエース・久野修慈、東京ドームホテル、 

 (株 )大創産業・矢野博丈、 (株 )喜代村・木村清、中央法律専門学校、 

第一ホテルサービス株式会社・ 岸野順治、埋木舎、池袋折鶴、 

東京心理音楽療法福祉専門学校、東京フード製菓中医薬専門学校、 

銀座四季旬菜かん、八丈ビューホテル、全国学生協会、松しん 

 

                 （平成２８年６月１５日現在） 

 

 



 

 

 

 

 

  会報第１面、第２面   

  で見る２０年の歩み   
 

 

 

       創 刊 号  平成 11年１月 10日 発行  

 

 

       第１３号  平成 27年９月 １日 発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    本冊子は左綴じのため、縦書きの会報全頁を掲載できませんので、各号１頁と 

   ２頁のみを掲載しました。 

    各号の３ページ以降の主な内容は次の通りです。 

 

  創刊号 ６頁 

     平成１０年度総会／支部設立の経過／各種行事／会員名簿 

  第２号 ８頁  

     第１０回ホームカミングデー／行事・見開きグラフィティー／会員名簿 

  第３号 ８頁 

     第５回定例総会／母校は今！／行事・見開きグラフィティー／会員名簿 

  第４号 ８頁 

     第６回定時総会／都区内支部連絡会／支部事業案内／行事・グラフィティー／会員名簿 

  第５号 ８頁 

     第７回定時総会／都区内支部連絡会／支部事業案内／行事・グラフィティー／会員名簿 

  第６号 ８頁 

     第９回定時総会記念講演会／支部事業案内／行事・グラフィティー 

  第７号 ４頁 

     観劇会／納涼屋形船 

  第８号 ８頁 

    第１４回定時総会／主な恒例行事案内／随筆（倉田金三郎・大久保治男／鈴木雅幸） 

  第９号 ８頁 

     中央大学１２５周年記念式典／随筆（松沼茂・戸井田ひろし・倉田金三郎） 

  第１０号 ８頁 

     第１６回定時総会／行事報告／随筆（大久保治男・原口洋志・玉井三郎・田村悟・ 

     戸井田ひろし・小川祝） 

  第１１号 ８頁 

     行事報告／随筆（大久保治男・中川浩治・原口洋志・戸井田ひろし田村悟・桂才紫） 

  第１２号 ８頁 

     行事報告／随筆（野口曻兵・大久保治男・石井靖・戸井田ひろし・原口洋志・鈴木 

     雅幸・松沼茂・桂やまと） 

第１３号 ８頁 

     蓮池薫氏講演要旨／行事報告／学員会会報コンテスト入賞／随筆（野口曻兵・大久 

     保治男・鈴木雅幸・松丸和夫・石川善次郎・大和田實） 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

       ＝編集後記＝ 
 

       文京区支部は創立２０周年を迎えることができました。役員会で記念 

      誌の発行がきまったとき、設立に関わり２０年後の今も裏方で頑張って 

      いるということで、責任者を仰せつかりました。同じ立場で今も元気な 

      のは私くらいなので、最後のご奉公と引き受けました。５月に企画内容 

      が決定して、さっそく資料の整理や原稿の依頼、広告のお願いなどに着 

      手しましたが、やるべきことは山ほどあり、又、設立時の趣意書、名簿 

 等の古い資料はなんとか探し出しましたが、引っ越し等があった為、写 

真がバラバラで年度順の整理に苦労しました。 

       記念誌はそうそう出せるものではありません。一支部の企画とはいえ、 

      内向けのみの姿勢ではなく文京区外の学員や一般の方々にとっても関心 

      をもっていただけるようなページも設け、密度の濃い内容かつボリーム 

      のある記念誌を心がけました。いささかでも参考になれば幸いです。 

       座談会の実施も含め、ある意味時間との闘いでした。追い込みの時期 

      には不眠不休同然の日が続きました。締め切りや原稿チェック、ゲラ校 

      正等の関係で不備もあるかと思いますがご了承ください。尚記念誌発行 

      に際し、寄稿、広告、ご寄付等多くの皆様から快くご協力いただきまし 

た。改めてお礼申し上げます。 （松沼 茂） 
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